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第
四
十

二
巻
第
四
琥
）
に
於
て
も
、

国
内
商
業
に
於
け
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と
井
制
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私
は
績
い
て
登
表
し
た
論
文
「
債
格
構
成
に
於
け
る
商
業
の
作
用

（
細
浣
治
叢
、

簡
単
な
が
ら
、
こ
の
鮎
に
関
す
る
、
私
の
ケ
ネ
ー
解
籾
さ
信
す
る
も
の
を
展
開
し
、

る
一
文
を
公
に
し
て
、
私
の
論
文
「
商
業
機
能
學
説
の
登
展
」

二
九―――

大

業
機
能
観
に
批
判
的
に
鱗
れ
ら
れ
た
。

公
菜
”
冷
叢
、
筑
四
十

二
巻
第

一
戟
）
に
於
け
る
ケ
ネ
ー
の
商

早
稲
田
大
學
教
授
久
保
田
明
光
氏
は
、
先
に
「
ケ
ネ
ー
の
債
値
理
論
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國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
綱

麗
久
保
田
教
授
の
御
了
解
を
得
た
も
の
と
思
っ
て
ゐ
た
。

由
も
あ
る
の
で
、
本
稲
に
於
て
そ
の
徹
底
を
期
し
よ
う
さ
思
ふ
。
固
よ
り
、
私
の
本
稲
の
目
的
は
、

る
「
國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制
」
の
研
究
上
の
一
駒
と
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
併
せ
て
久
保
田
教
授
の

ケ
ネ
ー
を
中
心
さ
し
た
商
業
上
の
自
由
放
任
論
の
論
櫨
さ
そ
の
性
格
を
明
か
に
し
よ
う
ご
す
る
に
あ

一
、
ケ
ネ
ー
の
商
業
理
論

先
づ
最
初
に
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ケ
ネ
ー

ヘF
r
a
n
g
o
i
s
G
u
e
s
n
a
y
^
1
6
9
4ー

7
7
4
)

金
銀
を
齋
し
、
國
富
セ

の
商
業
理
論
に
躁
す
る
私
の
理
解
を
述
べ

て
、
次
に
こ
れ
に
封
す
る
諸
批
判
さ
そ
の
吟
味
の
問
題
に
移
り
た
い
。

重
商
主
義
時
代
に
は
國
内
商
品
債
格
の
低
廉
従
っ
て
努
賃
の
低
廉
が
誅
か
れ
、

穀
物
債
格
の
低
き
こ
こ

が
要
求
せ
ら
れ
、
た
め
に
、
穀
物
流
通
が
甚
だ
し
く
阻
害
さ
れ
た
こ
さ
は
、
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。
特
に
都
市
製
造
業

冠
會
的
背
景

尊
重
の
コ
ル
ベ
ー
ル
主
義
の
支
配
せ
し
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
は
、
こ
の
傾
向
は
甚
だ
し
く
、

る
監
督
に
委
ね
ら
れ
、
賓
行
は
地
方
の
間
に
し
じ
ゅ
う
中
絶
し
」
、
か
く
て
、
販
賣
へ
の
制
限
・
債
格
の
下
落
は
必
然
、

生
産
へ
の
自
制
と
な
っ
て
現
は
れ
、
農
村
は
荒
腹
し
、
飢
飩
は
瀬
褻
し
た
。

騨
係
な
く
、

こ
れ
は
國
内
商
業
は
圃
全
個
の
富
の
増
減
に

た
だ
外
國
へ
の
販
賓
を
目
的
さ
せ
る
工
業
の
上
に
打
立
て
ら
れ
た
る
商
業
の
み
が
、

る。 批判
に
答
へ
つ
し
、

「
穀
物
の
内
國
商
業
は
氣
儘
な

私
が
目
下
企
て

L
ゐ

1)拙稿、直商主義可國内布業統制継浣學研究、第六巻第四競
2) Note sur lee Maximes VI Q.1esnay Oeuvres economiques et philosofi-
hiques. 1888: p. 342.) 
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の
主
張
の
社
會
的
歴
史
的
背
景
が
生
れ
る
。

百
萬
な
り
し
人
口
は
、

尤
も
こ
れ
に
は
種
々
の
原
因
も
あ
る
が
、
百
年
前
に
は
、
二
千
四

十
八
世
紀
の
初
頭
に
は
、
千
九
百
五
十
萬
に
減
じ
、

土
地
の
半
は
無
毛
に
鯰
し

:
ケ
ネ
ー
防
代
約
―
――

千
六
面
萬
ア
ー
バ
ン
の
土
旭
と
耕
し
、
固
十
上

n
ぬ
ヒ
チ
ェ
の
小
炎
と
‘
｀
の
ぐ
）
、
而
も
富
ぜ
持
た
ざ
る
農
民
は
牧
益
り
少
い
牛
耕
作

小
耕
作
に
執
着
し
2

そ
の
生
南
物
は
一
1

一
千
四
百
淡
セ
・
ナ
ヱ

＞
、
屈
耕
作
大
耕
作
に
は
移
り
得
ざ
る
朕
態
で
あ
る
。
ケ
ネ
ー
一
派

は
こ
れ
が
原
因
の
、
王
た
る
も
の
を
、
穀
物
商
業
が
制
限
せ
ら
れ
生
赤
物
が
査
上
債
値

(
V
a
l
e
u
r
V
e
n
a
l
e
)
 ~
訣
ぐ
故
然
る

の
で
あ
る
さ
な
し

（
穀
物
流
通
自
由
が

比
較
的
に
認

め
ら
し
苓
開
で
は
償
時

一セ

チヱ――ー
十
リ
ー
プ
ル
に
も
の
ぼ
る
に
フ

ラ
ン
ス
で
は

八

畜

盲

乃
至
十
リ
ー
プ
ル
の
事
さ

へ
あ
る
）
、
こ
＼
に
ケ
ーネ
ー
の
有
名
な
る
而
し
て
本
論
の
問
題
の
中
心
た
る
、
「
幣
多
に
し
て
無

債
値
な
る
は
富
で
は
な
い
。
不
足
に
し
て
高
債
な
る
は
貧
窮
で
あ
る
。
移
多
に
し
て
高
債
な
る
が
即
ち
富
裕
で
あ
る
」

(
A
b
o
n
d
a
n
c
e
 et 
n
o
n
'
品
leur
n
'
e
s
t
 p
a
s
 richesse. 
D
i
s
e
t
t
e
 
et 
c
h
e
r
t
e
 est 
m
e
s
e
r
e
.
 
A
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a
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c
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t
e
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o
p
u
l
e
n
c
e
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蓋
し
商
業
資
本
の
登
展
・
貨
幣
財
産
の
集
稿
・
安
本
の
工
業
方
面
へ
の
波
及
•
こ
の
過
程
の
一
定
段
階
へ
の
到
逹
は
必

然
こ
れ
ビ
不
可
離
的
騨
躁
を
持
つ
農
業
へ
の
資
本
進
出
の
要
求
ビ
な
っ
て
現
は
れ
る
p

圃
内
蒻
業
に
於
け
る
自
由
と
統
鋼

に
依
り
養
は
る
4
國
民
人
口
は
減
退
の
一
路
q

ぜ
辿
り
、

民
を
最
も
恨
ま
し
た
所
で
あ
り
、
農
民
は
都
市
に
走
り
、
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地
域
的
に
極
め
て
豊
沃
な
フ
ラ

農
村
人
口
の
減
退
・
ケ
ネ
ー
一
派
の
理
論
を
以
て
せ
ば
、
こ
れ

致
す
所
以
な
り
ビ
の
彼
等
の
根
本
思
潮
の
必
然
的
結
論
で
あ
る
が
、
事
寅
、
穀
物
裁
培
は
賞
時
最
も
尊
れ
ざ
る
地
位
に
あ

り
、
生
産
費

盆
或
は
ヶ

ネ
ー
の
根
本
憤
格
P
r
i
x
f
o
d
a
m
e
n
t
a
l
、
は
農
民
の
販
賓
債
格
を
逝
か
に
越
え
、
賣
り
得
ざ
る
豊
富
は
農

3 ) Q:.iesnay, Grains (Oeuvres. p. 194.) 
4) Guesnay, Hommes (Rerue d'Histoire des doctines economiques et, 
sociales, No. I. 1908) 
5) Grains. (Oeuvres, p. 195) 
6) Quesnay, Maximes XVIII. (Oeuvres p. 335) 
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求
め
ら
る
＼
時
こ
し
に
債
格
が
附
典
せ
ら
れ
、

そ
れ
に
準
じ
て

る
が
、
費
上
債
値
或
は
債
格
は
人
間
の
意
欲
よ
り
獨
立
し
、

買
手
に
よ
り

氣
儘
な
債
値
で
も
商
人
の
協
定
で
も
な
い
こ
と
を
主
張
す
。

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
綱

ン
ス
に
於
て
は
、
こ
の
要
求
は
、
最
も
早
く
且
つ
熾
烈
に
現
は
れ
、
必
然
農
村
の
か
4
る
疲
弊
、

ー7
5
7

」
)
、
こ
れ
こ
そ
農
業
尊
重
の
彼
の
理
論
を
背
最
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

彼
の
初
期
の
論
文

こ
の
現
朕
へ
の
否
定
さ
な
っ
て
褻
展
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ケ
ネ
ー
の
思
想

・
・
、
、

が
、
箪
な
る
重
商
主
義
の
反
動
ご
し
て
の
み
な
ら
す
｀
そ
の
社
會
的
地
盤
さ
し
て
は
、
賞
時
に
於
け
る
佛
國
の
農
業
安
本

•.... 

‘
 

主
義
化
の
要
求
を
代
辮
す
る
も
の
な
る
は
、
私
も
先
に
力
説
し
た
所
で
あ
る
が
、
そ
の
片
鱗
は
既
に
、

n
小
作
人
論

F
e
r
m
i
e
r
s
,
1
7
5
6

「
穀
物
論
G
r
a
i
n
s
,

い
。
否
、
今
日
の
褻
展
せ
る
債
値
理
論
の
萌
芽
が
既
に
ケ
ネ
ー
の
混
沌
た
る
思
想
の
中
に
見
出
し
得
る
さ
思
ふ
。

ケ
ネ
ー
は
一
應
財
を
使
用
債
値

(
V
a
l
eu
r
usuel!e
)
 ~
有
し
て
而
し
て
涵且
上
債
値
(
V
a
l
e
u
rve
n
a
l
)
 ~
有
せ
ざ
る
も
の

す
、
こ
れ
は
有
用
性
の
少
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
夜
上
債
値
は
、
食
精
品
の
そ
れ
を
、
特
別
飢
饉
で
も
な
い
限
b‘

越
ゆ
る
を
以
つ
て
も
知
ら
る
4

所
な
り
さ
な
し
、

元
来
使
用
債
値
は
い
つ
も
同
一
で
あ
b
叉
は
多
少
人
の
欲
望
に
闊
聯
す

而
し
て
ケ
オ
ー
に
於
て
は
「
債
格
は
齊
買
さ
れ
る
為
の
賣
上
債
値
」
で
あ
っ
て
、
財
は
所
有
者
が
費
り
得
、

富
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
、

「
ル
ヰ
ジ
ア
ナ
の

逝
か
に

ビ
、
使
用
債
値
泣
に
賣
上
債
値
を
打
す
る
も
の
に
分
ち
、

財
に
於
け
る
使
用
債
値
と
喪
上
債
値
は
必
然
的
に
は
闘
聯
せ

債
値
理
論
と
商
業
ケ
ネ
ー
の
債
値
理
論
の
貧
弱
を
難
す
る
者
は
少
く
は
な
い
。

に
馬
耕
的
大
耕
作
の
必
要
を
力
説
せ
る
を
以
つ
て
も
知
り
得
る
所
で
あ
り

市
場
さ
し
て
、
原
料
供
給
者
さ
し
て
の
意
義
は
、

然
し
私
は
必
す
し
も
さ
う
は
信
ぜ
な

第

七

巻

二
九
六

こ
れ
が
商
工
業
へ
の
、

第
一
1

輩

八
八

7)拙稿、前商主義の國内商業統制
8) Hammes. p. 22ー 25.
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蟹
人
は
、
賓
上
債
値
を
も
た
な
か
っ
た
が
故
に
富
に
あ
ら
ざ
り
し
水
・
材
木
・
鳥
獣
•
土
地
生
産
物
等
の
如
き
財
を
澤

山
享
有
し
て
ゐ
た
。
然
し
商
業
の
二
三
の
部
門
が
フ
ラ
ン
ス
人
イ
ギ
リ
ス
人
イ
ス
バ
ニ
ア
人
等
さ
の
間
に
開
設
さ
れ
て
以

，
 

来
こ
れ
ら
の
財
の
一
部
分
は
賓
上
債
値
を
も
ち
富
と
な
る
に
至
っ
た
」

の
で
あ
り
、

の
は
「
財
(
!
e
s
b
i
e
n
s
，
で
あ
っ
て
富

Jヽes
r
i
e
h
e
e
s
e
s
)

で
な
い
」
さ
規
定
し
て
ゐ
る
。

、
"
鴫
ヽ

も
こ
の
賣
上
債
値
を
中
心
さ
し
て
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
一
應
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
し
に
彼
の
債
値
論
研
究
に
嘗
つ
て
｀
先
づ
、
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
が
二
あ
る
。

(
E
o
n
 P
r
i
x
)

が
こ

の
債
値
論
ご
如
何
な
る
闘
係
に
あ
る
か
の
問
題
で
あ
り
、

(
C
h
e
r
t
e
)

「
良
債
」

債
値
の
把
握
は
こ
の
債
値
倫
ご
如
何
に
結
び
つ
く
か
の
問
題
で
あ
る
。
先
づ
前
者
よ
り
問
題
さ
す
る
。

「
良
憤
」
な
る
言
葉
を
用
う
。

足
に
し
て
高
債
な
る
は
貧
窟
で
あ
る
、
裳
多
に
し
て
高
憤
な
る
が
即
ち
富
裕
で
あ
る
」
。
叉
日
は
く
「
農
業
國
は
年
生
産
物

の
豊
富
と
良
債
に
よ
っ
て
の
み
富
裕
で
あ
り
得
る
」
。
問
題
は
こ
の
「
良
債
」

私
は
こ
の
問
題
セ
以
下
の
如
く
解
繹
す
る
。

越
え
る
部
分
を
に
分
ち
、
根
本
債
格
は
生
産
又
は
準
備
の
た
め
必
要
な
支
出
叉
は
経
我
で
あ
る
が
、

國
内
商
莱
に
於
け
る
自
由
と
統
制

ケ
ネ
ー
は
屡
々
「
高
債
」

第

七

巻

二
九
七

第

二

琥

八
九

J

の
餘
剰
が
農
工
商
の
牧

ケ
ネ
ー
は
元
来
商
品
の
債
格
を
根
本
債
格

(
f
r
i
x
f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
l
)

'1-.1
之
を

債
格
を
差
引
い
た
餘
剰
が
、
若
し
そ
れ
が
根
本
債
格
以
下
で
な
い
限
り
淡
る
わ
け
で
あ
っ
て
、

債
格
よ
り
こ
の
根
本

盆
と
し
て
分
た
る
し
わ
け
で
あ
る
。
．
尤
も
ケ
ネ
ー
に
於
て
は
生
産
物
ビ
債
格
・
債
値
と
の
滉
同
が
あ
り
、
用
語
上
に
は
多

日
は
く

「
高
債
」
の
概
念
に
あ
る
。

「
移
多
に
し
て
無
償
値
な
る
は
富
で
は
な
い
、
不

ー
は
ケ
ネ
ー
の
所
閉
「
高
債
」

二
は
ケ
ネ
ー
の
餘
刺

9') Note sur la Maxime XVIII (Oeuvres, p. 353) 

而
し
て
ケ
ネ
ー
の
債
佃
論
が
い
つ

空
氣
水
の
如
き
買
手
を
も
た
な
い
も

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



全
國
民
に
封
す
る
富
の
一
般
的
分
配
を
得
し
め
な
い
、

そ
れ
は
地
、
王
の
牧
入
も
王
の
牧
入
も
増
さ
す
、

債
に
う
る
ぺ
き
生
産
物
を
も
つ
若
干
の
個
人
に
の
み
有
利
で
あ
る
」
、
ビ
云
へ
る
場
合
の
こ
の
高
債
は
市
場
債
格
の
意
味

に
非
す
、
完
全
な
自
由
競
争
の
落
渚
け
る
債
格
を
意
味
す
る
も
の
ご
解
す
る
こ
ビ
が
出
来
よ
う
。

富
高
債
の
必
要
を
説
明
し
た
後
、

J

の
黙
容
易
に
我
等
の

そ
れ
は
そ
の
時
高

「
私
は
高
倍
ご
豊
富
さ
永
久
的
の
も
の
さ
し
て
解
す
｀
何
故
な
ら
ば
一
時
的
な
高
債
は

蓋
し
市
場
債
格
は
需
要
供
給
の
躁
係

ケ
ネ
ー
の
良
債
又
は
高

二
の
部
分
を
ま
す
。
例
へ
ば
再
生
産
が
二
十
で
あ
る
さ
前
提
せ
ば
、
耕
作
者
の
支
出
は
十
で
あ
り
、

支
出
が
八
に
制
限
さ
る
れ
ば
餘
剰
は
十
二
さ
な
る
」
さ
。
こ
の
場
合
問
題
は
、

ー
今
ケ
ネ
ー
に
従
ひ
以
下
債
格
ご
生
産
物
の
流
用
を
一
應
ぉ
許
を
乞
ふ
ー
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
、

の
生
産
物
の
販
賣
」

(
L
a
 v
e
n
t
e
 d
e
s
 p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
s
 a
 la 
p
r
e
m
i
e
r
e
 m
a
i
n
)
 

る
。
私
の
解
繹
を
率
直
に
述
ぶ
れ
ば
、
こ
の
二
十
が
即
ち
ケ
ネ
ー
の
良
債
に
賞
る
も
の
で
あ
り
、

債
は
最
後
の
消
費
者
に
一
旦
る
場
合
の
債
格
を
指
す
も
の
で
あ
る
さ
す
る
の
で
あ
る
。

に
よ
り
こ
の
良
債
か
ら
離
れ
或
は
下
或
は
上
に
あ
る
も
—
|
特
に
商
品
流
通
の
妨
げ
ら
れ
て
ゐ
る
時
は
こ
の
乖
離
は
大
で

あ
る
ー
完
全
な
自
由
競
争
の
支
配
す
る
所
で
は
、
債
格
は
良
債
又
は
高
債
の
朕
態
に
落
つ
く
も
の
で
あ

b
、
ケ
ネ
ー
が
豊

に
於
け
る
そ
れ
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
で
あ

或
は
「
第
一
の
人

J

の
二
十
が
果
し
て
消
費
者
に
亘
る
債
格

超
過
は
十
さ
な
り
、 J

れ

國
内
商
業
に
於
け
る
目
由
と
統
制

少
訣
貼
も
あ
る
が
、
大
罷
こ
4
ま
で
は
問
題
は
な
い
。

部
分
に
分
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
即
ち
、
自
分
の
生
活
資
料
の
た
め
の
も
の
さ
こ
の
同
じ
生
活
査
料
を
越
ゆ
る
も
の
と
。

よ
り
次
の
結
論
が
出
る
。
若
し
人
が
全
個
の
再
生
産
を
害
す
る
こ
と
な
く
し
て
最
初
の
部
分
を
制
限
せ
ば
、

そ
れ
だ
け
第

ケ
ネ
ー
の
言
葉
を
借
れ
ば
「
耕
作
者
が
生
む
再
生
産
物
は
二
つ
の

第

七

を

L
し

二
j
-I

第

二

穀

九

0

~O) Quesnay, Sur Jes Travaux des Artisans (Oeuvres p. 551) 
11) Grains, (心uvres,p. 246) 
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國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

第

七

巻

1

一

九

九

第

一

ー

鰊

九

五
の
分
け
前
を
争
ふ
の
み
で
二
十
に
何
物
も

十
五
で
商
人
に
う
り
、

「
生
産
物
は
何
度
も
商
人
及
び
職

理
解
で
き
る
所
で
あ
る

．
而
し
て
私
は
引
用
文
句
に
於
け
る
こ
の
良
債
で
の
販
賣
の
主
張
は
一
面
商
品
を
債
値
通
り
に
賣

ら
る
ぺ
き
な
り
と
の
主
張
ー
前
例
で
は
二
十
で
う
ら
れ
る
時
は
債
値
通
り
ー
で
あ
る
と
解
籾
出
来
る
さ
思
ふ
。
こ
し
に
問

題
は
こ
の
二
十
の
中
に
或
は
良
債
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
は
箪
に
、
彼
等
の
生
活
資
料
そ
の
他
を
除
い
て
、

牧
益
さ
し
て
そ
の
手
に
入
る
も
の
だ
け
か
否
か
の
黙
で
あ
る
。
我
等
は
周
知
の
農
業
者
の
み
を
生
商
的
と
し
、

は
何
物
も
生
産
せ
す
、
農
業
者
の
負
掠
に
於
て
養
は
れ
て
ゐ
る
こ

の
ケ
ネ
ー
の
主
張
，
ぜ
思
ひ
出
す
。

ん
だ
こ
の
二
十
の
中
に
は
賞
然
商
工
業
者
に
分
ち
典
へ
ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
る
限
り
農
業
の
生

然
ら
ざ
る
限
b
、
若
し
商

人
工
匠
が
こ
の
二
十
に
農
業
者
よ
り
得
ざ
る
何
物
か
を
附
加
し
て
、
最
後
の
消
費
者
に
渡
す
さ
せ
ば
、

身
生
産
性
不
生
産
性
の
概
別
を
取
去
る
こ
と
し
な
る
か
ら
。

事
貨
ケ
ネ
ー
は
こ

の
黙
を
蔽
も
力
説
し
、

こ
さ
を
設
く
。

最
早
や
ケ
ネ
ー
自

即
ち
今
二
十
を
社
會
的
結
生
査
物
さ
せ
ば
．
二
十
の
中
に
荊
人
工
匠
に
分
ち
典
へ
ら
れ
る
部
分
が
含
ま
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
上
述
の
二
十
の
中
、
生
活
妾
料
さ
し
て
十
耕
作
者
の
商
人
へ
の
費
上
債
値
即
ち
最
初
の
人
の
賣

上
債
値
が
十
五
で
あ
る
さ
せ
ば
、
農
夫
は
五
の
純
牧
盆
を
得
、

工
の
手
に
移
る
の
を
見
る
こ
と
が
あ
る
」
も
、
L

要
は
、
こ
の
場
合
な
れ
ば
、

ヽ

附
加
せ
す
、
従
っ
て
「
流
通
セ
無
益
に
数
多
く
す
る
さ
こ
ろ
の
こ
の
賓
上
及
び
買
入
の
繰
返
し
は
、

富
の
生
産
あ
る
事
な

で
あ
り
、
債
値
の
練
雄
に
は
何
の
埒
減
も
な
く
、
商
人
工
匠
は
農
業
者
の
牧
盆
よ
り
自
己
の
牧
盆
を
引
出
す
も
の
で
あ
る

立
ち
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
交
換
は
等
債
の
交
換
で
あ
り

一
方
が
利
得
す
る
も
そ
は
他
方
の
犠
牲
に
於
て
然
る
の

債
格
は
齊
買
に
先

商
人
工
匠

農
業
者
の

12) Quesnay, Observations importauts, (Oeuvres. p. 322) 
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」
れ
に
到
し
異
見
を
持
つ
人
が
あ
る
。

註

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

き
貨
物
の
置
換
、
諸
掛
の
増
加
に
過
ぎ
」
な
い
。

繹
で
あ
り
、
ケ
ネ
ー
の
債
値
・
債
格
・
高
債
（
良
債
）

最
も
忠
賓
な
解
秤
だ
ご
思
ふ
。

ケ
ネ
ー
の
碕
債
n
C
h
e
r
t
~
)
と
良
債
(
B
o
n

P
r
i
x
)
は
ケ
ネ
ー
の
著
書
一
般
を
通
じ
て
、
同
じ
意
味
に
使
は
れ
て
ゐ
る
場
合
が
多

い
。
而
し
て
そ
の
意
味
は
、
上
述
の
如
く
、
自
由
競
争
の
落
倍
い
た
債
格
で
、
ス
ミ
ス
の
正
常
償
格
マ
ル
ク
ス
の
生
産
償
格
の
概

念
に
近
い
も
の
と
思
ふ
0

ケ
ネ
ー
自
身
も
「
穀
物
論
」
の
中
で
か
う
述
べ
て
ゐ
る
。
「
か
く
て
我
等
は
、
こ

4

に
、
高
債
(
C
h
e
r
t
e
)

な
る
語
を
以
つ
て
、
過
度
の
債
格
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
箪
に
我
が
國
と
外
國
と
の
平
均
債
格
を
窯
味
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、

外
國
商
業
の
自
由
の
恨
定
の
も
と
に
於
て
は
、
債
格
は
常
に
隣
國
の
生
産
物
の
商
業
の
競
争
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
か
ら
」
と
C

然
る
に
「
人
間
」
(
H
a
m
m
e
s
)

る
と
考
へ
る
の
で
あ
っ
て
、

5
 

久

保

田

教

授

の

そ

の

一

人

で

あ

る

。

教

授

に

よ

れ

ば

、

•
最
初
の
人
の
生
産
物
の
賣
上
債
値
の
概
念
拉
び
に
相
互
闘
係
の

13) Grains (Oeuvrs, p. 248) 
14) Hommes, p. 28. 
15)久保川助光氏ケネーの偵値論畜、早稲田政治網流學雑誌第四十六競。

三

0
0

こ

れ

が

大

開

ケ

ネ

ー

の

文

言

並

に

そ

の

表

は

す

思

想

に

最

も

忠

賓

な

解

の
或
箇
所
に
於
て
は
ケ
ネ
ー
は
紙
債

(
C
h
e
r
t
e
)

の
概
念
を
良
偵
(
B
o
n
P
r
i
x
)
に
到
立
せ

し
め
て
、
不
足
を
伴
ふ
高
償
(
L
a
c
h
e
r
t
e
 
a
v
e
c
 p
e
n
u
r
i
e

)
或
は
人
民
に
重
い
債
絡
~(L
e
p
r
i
x
 on~reux 

a
u
 p
e
u
p
l
e
)
の

意
味
に
用
ゐ
て
居
る
。
「
商
品
の
根
本
債
格
は
生
産
の
た
め
或
は
準
備
の
た
め
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
返
出
又
は
費
用
に
よ
iJ
決
め
ら

る
、
若
し
商
品
が
、
支
出
以
下
で
賣
ら
る

4

と
損
失
に
墾
は
る
、
若
し
そ
れ
が
生
産
を
維
持
し
或
は
噌
す
べ
（
剌
戟
す
る
に
十
分

の
利
得
を
得
し
め
る
た
め
十
分
研
く
う
ら
れ
る
と
、
そ
れ
は
良
債
に
な
る
。
若
し
飢
饉
に
よ
リ
そ
れ
が
人
民
に
重
い
債
格
と
な
れ

ば
債
格
は
高
債
で
あ
る
」
と
。
尤
も
こ
の
場
合
も
、
商
業
の
自
由
が
あ
れ
ば
、
こ
の
高
債
は
人
民
に
重
く
な
く
な
り
、
良
領
に
代

商
業
自
由
制
度
の
&
シ

r
於
-
ば
良
惰

1
1
訳
惰
で
あ
ろ
が
、

乱
は
大
桝
名
く
の
場
＾
，
彼
が
「
良

債
」
を
以
つ
て
「
高
憤
」
と
し
て
ゐ
る
脳
係
上
こ
4

で
は
「
良
債
」
と
「
砂
債
」
と
を
等
し
と
し
て
使
っ
て
末
た
。

前

の

ケ

ネ

ー

の

「

良

第

七

巻

第

二

競

九
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で
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

第
七
巻
―
―

10

第
1

一

蒙

九

ケ
ネ
ー
自
身
工
匠
商
人
は
有
用
な
も
の
で
あ

こ
4
に
高
債
を
以
て
生
産
物
の
債
値
通
b
で
の
販
賣
へ
の
主
張
と
見
る
私
の
見
解
さ
の
相

違
が
あ
る
。
成
程
ケ
ネ
ー
は
最
初
の
賓
上
債
値
即
ち
耕
作
者
の
商
人
へ
の
賣
上
債
値
の
高
き
を
欲
し
、
農
業
者
の
牧
益
の

可
及
的
に
豊
か
な
ら
ん
こ
さ
を
切
望
し
て
ゐ
る
。
即
ち
前
例
の
十
五
が
、

て
ゐ
る
こ
さ
は
ケ
ネ
ー
の
主
張
よ
り
見
て
正
し
い
。
然
し
こ
れ
は
ケ
ネ
ー
が
最
初
の
賣
上
債
俯
の
高
き
を
欲
す
る
だ
け
で

業
者
の
味
方
を
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
彼
が
屡
々
「
最
初
の
人
の
生
産
物
の
衰
上
債
値
の
大
な
る
」
こ
さ
へ
の
主

張
‘
ミ
な
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
ご
荊
品
の
餘
剰
債
値
を
含
ん
で
債
値
通
り
賣
ら
る
べ
し
さ
す
る
良
債
裔
或
は
高
債

論
さ
は
全
然
別
個
の
問
題
で
あ
b
、
混
同
は
許
さ
れ
な
い
。

「
そ
れ
故
一
國
の
富
裕
は
貨
幣
の
董
に
存
せ
す
、

即
ち
「
慇
多
に
し
て
高
債
な
る
が
即
ち
宵
裕
で
あ
る
」
さ
か

取
引
さ
れ
得
る
富
の
認
多
さ
良
債
の
裡
に
存
す
」
さ
か
云
ふ
場
合
の
良

債
は
前
例
の
二
十
を
指
す
も
の
で
あ
b
‘
而
も
二
十
は
生
産
者
よ
り
商
人
に
一
旦
る
時
の
そ
れ
で
は
な
く
、

る
時
の
債
格
で
あ
る
。
或
は
云
ふ
べ
し
、
最
初
の
人
の
賣
上
債
値
の
高
き
を
欲
す
る
以
上
、

れ
ば
最
理
想
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
る
、
然
ら
ば
結
局
同
じ
主
張
に
鯰
す
る
の
で
は
な
い
か
さ
。

然
し
農
業
者
の
荊

人
へ
の
賣
上
債
値
の
高
さ
こ
と
へ
の
要
求
盆
閉
と
農
業
の
牧
盆
分
配
の
問
題
）
と
生
産
物
の
債
値
通
り
で
の
販
賣
即
ち
良
債

で
の
販
賓
へ
の
主
張
さ
は
概
念
的
に
全
然
別
個
の
も
の
な
る
の
み
な
ら
す
、

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

あ
り
、
同
じ
く
農
業
者
の
生
産
し
た
生
産
物
の
中
、

こ
れ
が
前
例
の
二
十
に
逹
す

消
費
者
に
わ
た

賞
然
起
る
べ
き
農
業
者
さ
商
人
工
匠
の
牧
盆
分
配
の
争
に
於
て
、
農

更
に
十
六
、
十
七
、
十
八
た
ら
ん
こ
ご
を
欲
し

債
」
を
「
最
初
の
人
の
生
産
物
の
費
上
債
値
」
の
範
疇
に
腸
す
ビ
な
し
、

高
債
は
こ
の
賣
上
債
値
の
高
き
を
欲
す
る
も
の
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註

必
然
商
人
は
こ
れ
に
何
物
か
を
加
へ
て
消
費
者
に
販
賣
す
る
こ
と
し
な
り
、

し
た
思
想
で
あ
っ
て
、
商
業
は
財
貨
の
移
騨
に
過
ぎ
す
、
社
合
的
線
債
格
は
究
買
に
先
立
ち
て
存
在
し
、

（
註
）

平
均
作
用
を
行
ふ
も
の
に
過
ぎ
す
、
交
換
は
等
債
の
交
換
な
り
ご
力
説
す
る
の
も
か
L

る
錯
誤
を
避
け
ん
が
為
で
あ
る
。

ケ
ネ
ー
の
攻
撃
せ
る
思
想
セ
以
て
ケ
ネ
ー
自
身
の
恩
想
な
り
さ
す
る
久
保
田
数
授
の
見
解
こ
そ
我
等
の
批
判
の
到
象
ご

す
べ
き
で
あ
ら
う
。

こ
4

に
於
て
か
私
は
久
保
田
教
授
が
私
を
難
ぜ
ら
れ
た
ケ
ネ
ー
の
言
葉
「
商
人
は
決
し
て
債
格
を
も

。
、
、
｀

商
業
の
可
能
性
を
も
生
ぜ
し
め
な
い
」
を
ゾ
ツ
ク
リ
そ
の
儘
教
授
に
お
返
し
出
来
る
こ
さ
を
喜
ぶ
。

尚
久
保
田
教
授
が
賣
買
憤
値
セ
以
つ
て
「
最
初
の
人
の
生
産
物
OJ
賣
買
債
値
な
り
」
さ
解
す
る
こ
ビ
も
獨
断
で
あ
り
、

「
最
初
の
人
の
生
産
物
の
賽
買
債
値
」
は
飽
迄
も
「
最
初
の
人
の
賓
買
債
値
」
で
あ
り
、

は
ケ
ネ
ー
に
於
て
も
、
全
般
的
に
見
て
、
全
く
別
物
を
指
し
て
ゐ
る
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

商
業
は
債
格
を
水
準
化
す
る
が
綿
骰
に
は
何
物
も
附
加
せ
な
い
と
の
ケ
ネ
ー
の
主
張
は
次
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
J

若
し
久
保
田
教
授
の
採
ろ
如
く
先
例
の
二
十
を
以
て
、

判
し
て
ゐ
る
）
ー
う
け
る
こ
と
を
認
め
る
以
上
、

ダ

℃ヽ

~. 

圃
内
蔵
業
に
於
け
る
自
由
と
続
綱

「
自
由

こ
れ
と
「
賣
買
債
値
」
自
開
ビ

商
業
は
こ
れ
が

こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
ケ
ネ
ー
が
批
判
の
酎
象
ご

第
一
の
人
の
手
に
於
け
る
生
産
物
の
販
衷
ご
解
す
る
な
れ
ば
、

第

七

轡

・
=
1
0
1
1

り
、
農
業
者
の
負
捨
に
於
て
一
定
の
所
得
を
1
生
活
資
料
だ
け
受
け
取
る
が
最
も
自
然
的
秩
序
に
合
し
、

の
分
前
の
中
よ
り
の
節
約
の
み
で
も
た
ら
さ
る
ぺ
ぎ
な
り
と
な
す
（
こ
の
黙
は
後
に
ス
ミ
ス
が
生
産
階
級
さ
比
較
し
て
批

良
債
を
以
て
最
初
の
人
の
資
上
債
値
を
意
味
せ

b
さ
は
思
は
れ
す
、
寧

ろ
そ
の
所
謂
良
債
は
最
初
の
人
の
賓
上
債
値
プ
ラ
ス

X
さ
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
牧
盆
は
こ

第
1

一
輩

九
四

14)久保田明光氏、ケネーの債値理論（早稲田政治鯉浣厚雑誌、鉛四十六競）
lS) Obsertations importarites (Oeuvres, p. 324) 
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ぷ
~ヽ

競
学
に
よ
る
商
業
の
交
通
の
放
果
は
通
商
す
る
異
る
國
に
於
け
る
償
格
間
の
水
準
を
維
持
す
る
に
あ
る
。
こ
の
償
格
の
世
界
的
相

殺
は
一
つ
の
自
然
状
態
を
作
り
、
こ
4

に
於
て
は
國
民
は
、
交
換
に
於
て
も
、
債
格
の
不
平
等
に
於
て
も
、
何
物
も
失
は
ぬ
状
態

で
あ
る
」
。

「
商
業
の
競
争
に
よ
り
こ
の
楊
合
起
る
雙
化
は
、

筆

七

巻

―

―

10

第

二

輩

九

五

商

人

は

消

費

呑

に

こ

の

良

債

に

何

物

久
保
田
教
授
に
よ
れ
ば
ケ
ー
ネ
ー
の
良

そ
の
間
に
競
手
が
連
絡
を
作
る
異
る
地
方
の
間
に
不
平
等
が
存
す
る
時
債
格
の

同
一
化
に
す
ぎ
な
い
。
か
く
て
餘
リ
に
も
低
い
償
格
は
餘
り
に
も
研
い
他
の
債
格
を
犠
牲
と
し
て
噌
す
の
み
、
そ
れ
は
こ

の
債
格

の
全
骰
に
何
物
も
附
加
せ
な
い
、
同
様
に
生
産
物
の
異
る
址
を
平
均
的
批
に
蹄
す
る
こ
と
は
生
産
物
の

樅
に
は
何
物
も
附
加
せ
な

‘
 

い
。
故
に
こ
の
調
整
に
於
て
は
不
生
産
階
級
よ
り
生
産
階
級
に
事
宜
上
奥
へ
ら
れ
る
も
の
は
何
物
も
な
い

。

何
故
な
ら
こ
の
整
調

~
0

、

0

、
、
、
、
、
。
。
、
、
、

に
輿
へ
ら
れ
る
資
源
は
他
の
原
因
に
よ
り
前
以
つ
て
存
在
す
る
か
ら
、
そ
し
て
こ
の
原
因
は
究
源
の
仝
骰
に
何
杓
も
附
加
す
る
こ

"ヽ‘

と
な
く
し
て
こ
の
調
整
に
協
力
す
る
箪
な
る
條
件
と
混
同
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
」
2

傍
貼
は
堀
）
3

、
、
、
、

ケ
ネ
ー
の
思
想
中
で
興
味
あ
る
所
は
平
鉤
概
念
が
し
ば

l
＼
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
3

「
平
均
的
数
抗
」

merure
co, 

m
m
u
n
e
平
均
償
格
P

缶
c
o
m
m
u
n
久
保
田
氏
も
媒
げ
て
ゐ
る
所
の
平
均
的
根
本
償
格
ー
e
prix 
c
o
m
m
u
n
 fondamental 

畜

の
如
き
こ
れ
で
あ
っ
て
、
我
等
は
こ
A

に
於
て
も
マ
ル
ク
ス
の
平
均
概
念
と
の

一
脈
の
聯
閥
を
豫
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は

兎
に
角
彼
に
よ
れ
ば
か
4

る
市
揚
債
格
が
相
殺
さ
れ
て
平
均
債
格
へ
蹄
着
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
平
均
債
格
が
良
債
を
指
す
も
の

で
あ
る
こ
と
は
ケ
ネ
ー
も
臆
々
口
に
せ
る
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
商
人
が
消
費
者
に
賣
る
債
格
と
は
異
る
賣
上
債
値
を
も
つ
て

「
良
償
」
と
見
倣
す
考
へ
方
を
賞
然
支
持
し
得
な
い
。
概
念
規
定
は
理
論
展
開
と
相
反
す
る
解
繹
で
あ
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。

私
の
解
繹
ビ
久
保
田
数
授
の
そ
れ
こ
の
間
の
相
違
は
要
す
る
に
こ
4
に
あ
る
。

債
高
債
は
「
最
初
の
人
の
生
産
物
の
販
賣
」
に
於
け
る
そ
れ
を
指
す
も
の
で
あ
り
。

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
嗣

16) Du Commerce. (Oeuvres, p. 364) 
17) Du Commerce. (Oeuvret, p. 452) 
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て
商
人
で
は
な
く
て
消
費
者
の
必
要
で
あ
り
そ
れ
を
満
足
す
る
手
段
で
あ
る
」

盆
重
要
考
察
第
六
）
こ
の
語
も
生
活
手
段
の

父
を
解
す
る
正
し
き
態
度
で
は
な
い
。

交
換
の
主
張
が
意
義
あ
る
所
で
あ
り

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

――iO
四

か
を
附
加
し
て
手
渡
す
も
の
で
、
良
債
を
債
値
通
り
で
の
販
費
ビ
解
す
る
限
り
債
値
以
上
で
賣
ら
れ
る
こ
こ
で
あ
り
、
商

人
が
債
格
を
作
る
さ
主
張
せ
る
も
の
ご
解
せ
ら
る
。
少
く
も
久
保
田
数
授
の
概
念
規
定
で
は
か
4

る
理
論
展
開
を
な
す
こ

ビ
は
、
ケ
ネ
ー
自
身
の
意
に
反
す
る
の
み
な
ら
す
、
久
保
田
教
授
自
身
も
豫
期
せ
ざ
る
所
か
も
知
れ
な
い
が
、

C
「
良
債
」
叉
は
「
高
債
」
を
主
張
せ
る
に
、

か
4

る
朕
態
を
望
ん
だ
も
の
で
、

さ
れ
る
所
と
し
、
こ
れ
こ
そ
自
然
的
秩
序
に
最
も
合
し
た
も
の
も
あ
る
さ
考
へ
た
の
で
あ
る
。

滴
品
を
買
ひ
、
こ
れ
に
自
己
の
分
前
の
牧
盆
を
加
へ
て
良
債
に
し
て
賓
る
。

債
格
が
所
謂
第
一
の
人
の
賣
上
債
値
で
あ
り
、
ケ
ネ
ー
は
勿
論
こ
れ
が
高
き
を
望
ん
だ
が
、

商
人
は
こ
の
良
債
以
下
で

こ
の
場
合
耕
作
業
よ
り
最
初
の
商
人
に
賣
る

こ
の
概
念
規
定
に
於
て
こ
の
等
債
到
等
債

（
私
の
解
秤
で
は
ま
た
良
債
到
良
債
）
の

商
人
は
決
し
て
債
格
も
滴
業
の
可
能
性
も
生
ぜ
し
め
な
い
と
の
主
張
が
理
解
さ
れ

る
の
で
あ

b
、
ケ
ネ
ー
の
重
商
主
義
の
偏
商
業
論
攻
撃
の
背
景
こ
も
和
合
的
に
理
解
出
来
る
の
で
あ
る
。
久
保
田
教
授
の

考
へ
こ
そ
恐
ら
く
ケ
ネ
ー
の
最
後
に
攻
撃
の
到
象
さ
考
へ
た
所
の
も
の
で
あ
ら
う
。

置
別
出
来
る
。
然
し
理
論
展
開
に
矛
盾
せ
る
概
念
規
定
セ
徒
ら
に
高
唱
す
る
は
特
別
の
睾
證
な
き
限
り
、

近
代
経
溝
學
の

ケ
ネ
ー
の
「
最
初
の
賣
上
に
於
け
る
生
産
物
C
債
格
を
本
来
保
證
す
る
の
は
決
し

勿
論
概
念
規
定
さ
理
論
展
開
は
一
應

別
物
で
あ
る
。
こ
の
解
繹
に
於
て
こ
そ
、

J

れ
ゞ
「
良
債
」
ご
は
全
然

こ
れ
は
自
由
商
品
に
よ
り
初
め
て
賞
現

む
を
得
な
い
。
こ
れ
に
鉗
し
私
の
解
繹
は
か
う
で
あ
る
。

良
債
は
根
本
債
格
＋
餘
剰
1
1

債
値
の
意
味
で
あ

b‘

第

七

巻

ケ
ネ
ー

J

れ
は
已

第

二

輩

九

六
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滴
つ
る
所
至
る
所
消
費
者
あ
り
さ
の
ケ
ネ
ー
の
主
張
、
財
は
賣
り
得
且
つ
買
ひ
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
富
で
な
い
さ
の
言

葉
の
反
面
に
過
ぎ
す
、
久
保
田
氏
の
論
を
強
め
る
根
披
ご
は
な
り
得
な
い
。

‘
`
`
‘
•
`
‘
、

次
に
ケ
ネ
ー
の
債
値
論
と
餘
剰
債
値
の
結
び
附
き
、
更
に
商
業
利
潤
と
の
闊
聯
の
問
題
に
移
る
。
我
等
は
ケ
ネ
ー
の
情

値
論
の
中
に
現
代
の
そ
れ
へ
の
崩
芽
さ
も
云
ふ
ぺ
き
も
の
を
見
出
す
こ
さ
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
ケ
ネ
ー
は

か
4

る
債
値
論
よ
り
出
褻
し
て
、
果
し
て
正
し
き
餘
剰
債
値
の
姿
を
掴
み
得
た
か
。

彼
の
社
會
的
生
の
規
定
性
ー
即
ち
封
建
制
度
よ
り
資
本
主
義
へ
の
轄
換
期
ー
が

免
れ
得
す
、
一
定
の
限
界
の
中
に
閉
ぢ
込
め
ら
れ
て
ゐ
た
獣
も
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ケ
ネ
ー
の
云
ふ

で
あ
る
。
而
し
て
商
人
工
匠
は
自
分
の
生
活
資
料
以
上
の
何
物
も
附
加
す
る
こ
さ
な
く
、

上
債
値
を
差
引
い
た
も
の
が
、
商
人
工
匠
そ
の
他
を
養
ふ
牧
益
と
な
る
も
の
で
あ

b‘

さ
富
の
生
産
ー
員
の
増
加
を
慨
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
材
料
拉
に
こ
の
稲
の
増
加
の
前
に
存
在
し
た
物
の
消
費
に
よ
り
一
っ

`
 
..... 

の
新
し
い
も
の
を
作
る
の
と
富
の
館
の
増
加
或
は
生
産
と
は
別
個
の
概
念
に
局
す
る
も
の
で
、

同
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

多
け
れ
ば
多
い
程
農
民
従
っ
て
社
會
の
負
掠
は
よ
り
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

第

七

巻

――l
O
五

第

二

撃

九

七

こ
こ
に
エ
匠
商
人
さ
農
業

ケ
ネ
ー
に
よ
れ
ば
結
合
さ
れ
た
る
富
の
増
加

商
人
工
匠
に
取
去
ら
る
ヽ
部
分
が

食
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
會
的
に
見
れ
ば
―
つ
の
経
費
で
あ
る
。

前
述
の
例
を
以
つ
て
せ
ば
、
良
債
よ
り
第
一
の
人
の
賣

農
業
の
生
産
す
る
純
牧
盆
に
寄

出
来
る
。
こ
の
餘
剰
は
自
然
の
物
で
あ
り
、
純
牧
入
(
p
r
o
d
u
i
t
n
e
t
)
 
で
あ
り

こ
の
純
牧
入
が
商
人
工
匠
を
養
ふ
も
の

所
は
か
う
で
あ
る
。
農
業
の
み
が
唯
一
の
生
産
的
部
門
で
あ
り
、

土
地
は
耕
作
者
の
年
消
費
以
上
の
も
の
を
生
む
こ
と
が

天
才
的
閃
さ
を
見
逃
し
得
ざ
る
ご
共
に

こ
の
黙
に
於
て
も
我
等
は
ケ
ネ
ー
の
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大
開
、

ス
ミ
ス
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
＼
に

債
値
の
貨

る
。
尤
も
こ
の
場
合
流
通
過
程
の
み
に
餘
剰
の
成
立
を
見
た
煎
滴
主
義
に
酎
し
、
こ
れ
を
生
産
過
程
の
中
に
見
出
し
た
こ

t
は
た
し
か
に
―
つ
の
功
絞
で
は
あ
る
。
然
し
そ
の
見
解
は
資
本
主
義
の
初
期
に
ふ
さ
は
し
い
如
く
、

異
即
ち
餘
剰
の
最
も
目
に
つ
き
易
い
農
業
の
中
に
ー
こ
れ
ば
自
ら
生
産
す
る
も
の
を
消
費
す
る
ー
の
み
見
出
し
た
こ
ビ
、

而
も
飽
く
迄
も
目
に
見
え
手
で
鱗
れ
得
る
素
材
よ
り
離
れ
な
か
っ
た
こ
さ
は
、

消
費
さ
生
産
の
差

仮
令
債
値
さ
債
値
形
態
と
を
混
同
し
た
東

商
主
義
さ
形
式
的
表
現
は
異
る
に
せ
よ
、
こ
の
黙
で
は
そ
の
中
に
本
質
的
差
異
セ
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

れ
私
が
曾
つ
て
彼
等
に
よ
れ
ば
「
債
値
は
一
の
使
用
債
値
で
あ
り
、

料
を
必
要
と
す
る
農
夫
が
、
年
末
に
五
石
の
生
産
物
を
喪
見
せ
ば
、

素
材
で
あ
り
、

闘
を
努
働
撞
さ
い
ふ
―
つ
の
抽
象
的
一
般
的
の
も
の
に
分
析
し
た
の
は
、

ケ
ネ
ー
の
生
産
性
セ
農
業
に
の
み
見
出
し
た
こ
さ
も
こ
の
「
債
値
分
析
の
不
十
分
」
よ
り
の
必
然
的
結
果
で
あ
っ
て
、
こg-

こ
の
債
伯
分
析
の
不
十
分
は
」

J

の
四
石
が
即
ち
自
然
の
賜
で
あ
り
、
餘
剰
で
あ

物
質
的
な
も
の
し
姿
に
於
て
成
立
す
る
も
の
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。

ケ
ネ
ー
に
於
て
は
か
う
で
あ
る
。
年
一
石
の
生
産
資

あ
っ
て
、
彼
の
根
本
想
想
に
於
て
は
、

少
く
も
生
産
過
程
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

J

の
餘
剰
を
以
つ
て
使
用
債
値
素
材
或
は

じ
て
見
れ
ば
こ
の
餘
剰
債
値
が
必
す
し
も
全
く
餘
剰
生
産
物
の
姿
で
把
握
さ
れ
て
ゐ
る
ビ
は
思
は
な
い
。

場
合
こ
の
餘
剰
生
産
物
或
は
素
材
或
は
使
用
債
値
よ
り
直
ち
に
債
値
或
は
交
換
債
値
に
飛
躍
せ
る
は
否
定
出
来
な
い
所
で

ケ
ネ
ー
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
餘
剰
債
値
は
何
を
指
す
か
で
あ
る
。

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
載
鯛

．．．．． 
冒

者
の
涯
別
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
富
の
員
の
増
加
は
農
業
者
の
み
よ
く
す
る
所
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
は
こ
の
場
合

私
は
多
く
の
人
が
云
ふ
様
に
ケ
ネ
ー
の
著
述
全
面
を
通

第

七

巻

0
六

然
し
多
く
の

第

二

蒙

九

八

18)拙稿。廂業機能學説の疲展c鯉浣論叢＂第四十二巻第一披）
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さ
れ
、

る。 を
知
る
に
苦
し
む
所
で
あ
り

第

七

巻

iO
七

第

二

織

九

九

勿
論
こ
れ
は
封
建

こ
れ
を
中
心
に
論
義
が
展
開
さ
れ
、
使
用

例
へ
ば
生
産
過
程
に
於
て
は
生
産
物
は
飽
く
ま
で
素
材
に

J

の
い

債
格
を
中
心
に
彼
の
理
論
を
展
開
し
て
ゐ

生
産
階
級
、
不
生
産
階
級
に
分
配
さ
れ
る
の
で

分
配
過
程
に
於
て
は
い
つ
し
か
貨
幣
債
値
が
導
き
入

こ
そ
遂
に
生
産
物
の
高
債
さ
商
人
の
債
格
釣
上
さ
の
慨
別
を
不
可
能
に
し
て
し
ま
っ
た
」

i
迄
へ
た
所
以
で
も
あ
る
。
久
保
田
数
拶
が
こ
の
言
を
以
て
、
「
尚
同
學
士
の
こ
の
ケ
ネ
ー
債
値
論
の
「
分
析
の
不
十
分
」

ビ
評
さ
れ
る
の
は
｀
そ
の
所
以

寧
ろ
こ
の
言
を
以
つ
て
数
授
に
返
上
し
た
い
所
で
あ
る
。

於
て
は
、
大
開
素
材
さ
し
て
の
餘
剰
の
成
立
を
説
く
の
で
あ
る
が
、

れ
ら
れ
て
来
る
の
で
あ
り
、
生
産
物
は
貨
幣
の
仲
介
に
よ
り
地
主
階
級
、

が
、
而
も
財
は
債
格
或
は
貨
幣
債
値
に
準
じ
て
比
例
し
て
富
と
な
る
を
認
め
、

即
し
て
考
へ
ら
れ
る
が
、
流
通
過
程
に
於
て
は
一
躍
債
格
が
導
苔
入
れ
ら
れ
、

い
つ
し
か
使
用
債
値
の
概
念
を
脱
出
す
る
形
ビ
な
っ
て
わ
る
の
で
あ
ち
ぅ
゜

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
鯛

か
く
て
ケ
ネ
ー
は
生
産
過
程
に

あ
る
。
尤
も
こ
の
場
合
貨
幣
が
仲
介
の
箪
な
る
媒
介
で
あ
り
尺
度
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
こ
さ
は
彼
も
屡
々
云
ふ
所
で
あ
る

ケ
ネ
ー
の
債
値
論
は
使
用
債
値
さ
賣
上
債
値
の
別
に
出
登
黙
を
も
つ
こ
ど
は
我
等
の
既
に
見
た
所
で
あ
る
が
、

'
み
じ
き
撰
別
も
所
に
よ
り
時
に
よ
り
見
失
は
れ
混
同
さ
れ
る
。

債
値
の
増
加
が
或
場
合
は
交
換
債
値
の
増
加
の
姿
で
把
握
さ
れ
る
こ
さ
さ
へ
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

制
度
よ
り
資
本
主
義
経
清
へ
の
韓
換
期
を
背
最
と
せ
る
彼
の
社
會
的
生
の
必
然
的
反
映
さ
も
考
へ
ら
れ
る
所
で
、

そ
の
根

本
思
想
が
尚
封
建
的
使
用
債
値
的
素
材
的
概
念
を
離
れ
ざ
る
さ
共
に
流
通
過
程
に
於
け
る
華
々
し
き
資
本
の
飛
躍
に
眩
惑
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こ
れ
は
―
つ
の
問
題
さ
な
り

か
く
て
ケ
ネ
ー
に
於
て
は
商
人
工

を
ま
さ
な
い
。
自
由
競
手
は
商
人
の
「
も
う
け
」
を
少
く
す
る
が
、
そ
れ
は
國
民
の
富
の
減
少
で
は
な
く
國
民
の
利
盆
に

い
と
す
る
。
そ
し
て
後
者
は
「
箕
の
富
の
増
加
」
で
あ
る
が

前
者
は
商
人
が
他
の
も
の
よ
り
奪
っ
た
も
の
で
あ
り
、
國

• 
ー、し

を
要
す
さ
な
し
、

尚
ケ
ネ
ー
が
右
の
説
セ
な
す
に
嘗
つ
て
屋
々
加
へ
ら
れ
る
若
干
の
俗
論
が
あ
る
。

と
N
氏
こ
の
封
談
」

「M
o
n
g
d
o
u
i
n

氏
批
判
」
等
に
相
嘗
明
快
に
答
へ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、

(
"
D
u
 C
o
m
m
e
r
c
e
"
或
は

"Sur
!er 
T
r
a
v
a
u
 d
e
s
 Artisans‘
、)
、
或
は
「
H
氏
の
覺
え
書
へ
の
阿
答
」

に
、
①
商
人
の
利
潤
セ
獲
得
す
る
は
一
種
の
生
産
で
は
な
い
か
？

三
を
見
る

に
就
い
て
は
ケ
ネ
ー
は
も
う
け
る

(
g
a
g
n
e
r
)

こ
さ
ビ
生
産
す
る

(
produire
)

こ
と
ご
を
厳
密
に
祗
別
す
る
こ
ビ

「
も
う
け
る
こ
こ
」
は
一
方
に
失
は
れ
る
所
が
他
方
に
渡
る
こ
さ
で
富
の
全
個
的
増
加
に
は
貢
献
し
な

民
の
懐
中
よ
り
支
彿
は
れ
る
ぬ
の
で
あ
り
。
農
民
の
生
ん
だ
所
の
も
の
よ
り
支
彿
は
れ
る
も
の
で
あ
り
、
何
等
國
民
の
富

於
て
現
は
れ
る
。
尤
も
こ
の
黙
は
上
述
の
ケ
ネ
ー
の
理
論
よ
り
容
易
に
理
解
出
来
る
。

匠
は
生
産
せ
す
自
己
の
生
活
維
持
に
等
し
き
も
の
を
附
加
す
る
に
過
ぎ
す
國
民
全
開
に
釘
し
て
は
富
の
減
少
も
増
加
も
も

た
ら
さ
な
い
が
、
然
ら
ば
減
少
も
増
加
も
も
た
ら
さ
な
い
も
の
は
生
産
的
さ
云
ひ
得
る
か
。

、
、
、
。
、
、
、

得
る
。
ケ
ネ
ー
に
於
て
は
、
断
乎
斯
の
如
き
は
生
産
に
非
す
餘
剰
債
値
の
生
産
こ
そ
館
の
生
産
な
り
こ
さ
れ
る
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
生
産
の
概
念
は
資
本
主
義
機
構
の
天
才
的
洞
察
さ
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

19) Du Commerce (Oeuvres, p. 451) 

生
産
さ
云
ひ
得
な
い
か
？

⑰
財
に
賣
上
債
値
を
典
へ
富
の
性
質
を
附
典
す
る
は

今
そ
の
主
要
な
る
批
判
の

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
胡

こ
れ
に
封
し
て
は
ケ
ネ
ー
は
「
H
氏

第
七
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―
―
〖
〇
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闘
係
上
有
用
な
も
の
で
あ
る
が
、

、’ー
ー

産
性
ご
は
別
問
題
で
あ
る
。

第
七
巻
―
―

:o九
第

二

琥

-
0
 

尤
も
債
値
を
抽
象
的
社
會
的

程
の
生
産
性
を
主
張
す
る
は
、
有
用
性
と
生
産
性
を
混
同
せ
る
も
の
で
、
ケ
ネ
ー
は
商
業
は
財
に
富
の
性
質
を
附
輿
す
る

即
ち
流
通
過

上
債
値
を
保
證
す
る
こ
と
を
以
て
、

或
は
賓

何
故
な
ら
ば
、

い
づ
れ
も
同
様
に
睛
買
者
で
あ
り
販
賣
者
で
あ
り
、

ぅ
答
へ
る
。

(2) 

財
に
賣
上
債
値
を
典
へ
富
の
性
質
を
附
典
す
る
か
ら
商
人
は
生
産
的
な
り
さ
の
考
へ
に
釘
し
て
は
、

「
債
値
は
い
づ
れ
の
側
に
も
交
換
の
前
に
存
在
す
る
、
項
寅
交
換
は
何
物
も
生
産
し
な
い
。

級
は
そ
の
睛
買
に
よ
り
生
産
階
級
か
ら
買
っ
た
生
産
物
の
債
値
に
つ
ぎ
生
産
的
で
な
い
。
生
産
階
級
が
不
生
産
階
級
よ
り

買
っ
た
所
の
も
の
に
つ
い
て
生
産
階
級
も
亦
然
り
、

5
 

相
互
に
同
じ
交
換
の
條
件
法
則
に
従
ふ
」
か
ら
と
。

ケ
ネ
ー
に
よ
れ
ば
債
値
は
賓
買
の
前
に
存
在
す
る
も
の
で
不
生
産
階
級
の
生
産
階
級
に
支
彿
ふ
こ
さ
を
以
て
、

こ
れ
が
生
産
さ
れ
る
さ
す
る
ぱ
誤
で
あ
っ
て
、
不
生
産
階
級
の
支
彿
ふ
査
源
は
結
局

は
生
産
階
級
の
生
ん
だ
も
の
に
過
ぎ
ぬ
ビ
考
へ
る
。
こ
4

に
二
つ
の
問
題
が
可
成
b
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

例
へ
ば
道
路
や
大
洋
は
生
産
物
運
搬
に
必
要
な
る
も
生
産
的
で
な
い
様
に
有
用
性
ご
生

「
査
上
債
値
を
保
證
す
る
」
こ
さ
「
富
の
性
質
を
附
典
す
る
」
こ
さ
は
決
し
て
生
産
で
は
な

い
。
こ
の
こ
さ
か
ら
ケ
ネ
ー
の
考
へ
は
更
に
債
値
或
は
餘
剰
債
値
の
生
産
の
問
題
ビ
寅
現
の
問
題
が
可
成
り
明
白
に
諏
別

さ
れ
て
ゐ
る
こ
ビ
を
見
る
。
我
等
は
こ
の
鮎
同
じ
姿
を
マ
ル
ク
ス
の
主
張
の
中
に
見
出
す
。

努
働
の
中
に
見
出
し
た
マ
ル
ク
ス
は
ケ
ネ
ー
ご
は
異
り
工
業
に
於
て
も
生
産
性
を
認
め
る
が
、

商
業
に
於
て
は
断
然
之
を

否
定
し
「
商
人
な
る
も
の
は
力
の
無
用
な
消
費
を
減
少
せ
し
め
又
は
生
産
期
間
の
遊
離
を
助
け
る
一
機
械
」
で
あ
る
さ
考

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

故
に
不
生
南
階

ケネ`
＇はク”“

20) Quesnay, Reponse au memoire M. H. (Oeuvres, p. 389) 
21) Du Commerce (Oeuvres, p. 451) 
22) Marx, Das Kapital, Bd. III. Tei!. II, S. 233. 
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上
王
國
の
繁
榮
に
妾
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。

能
は
先
づ
財
に
賣
上
債
値
を
あ
た
へ
る
こ
と
で

岡
家
に
金
銀
セ
招
米
す
る
に
あ

の
間
に
は
躁
聯
も
規
則
も
な
い
、

「
費
上
債
値
な
か
り
せ
ば
最
早
や
消
費
さ
再
生
産

ケ
ネ
ー
に
よ
れ
ば
「
消
費
及
び
荊
業
は
生
産
物
の

有
用
性
を
決
し
て
見
逃
す
も
の
に
非
す
、

へ
、
両
業
は
債
値
餘
剰
債
値
を
生
産
す
る
も
の
に
非
す
、
寅
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
商
人
ぱ
生
産
物
を
債
値
以
下
で
買
入
れ

以
上
我
等
は
ケ
ネ
ー
が
餘
剰
債
値
の
成
立
を
生
産
過
程
に
於
て
見
出
し
、

寅
現
さ
れ
る
に
過
ぎ
す
、
商
業
は
何
等
生
産
的
の
も
の
に
非
す
さ
主
張
す
る
こ
ご
を
知
っ
た
。
然
し
ケ
ネ
ー
も
云
ふ
如
く

否
寧
ろ
そ
の
有
用
性
を
高
唱
せ
る
も
の
で
あ
り
、

3
 
2
 

「
生
産
的
な
る
こ
ビ
」
を
厳
密
に
分
つ
た
ま
で

4
あ
る
。
さ
れ
ば
前
述
の
如
く
、

賣
行
及
び
賣
上
債
値
を
支
持
す
る
」

産
物
の
豊
富
ご
高
債
は
、
商
業
に
よ
り
始
め
て
齋
さ
る
4

所
で
あ
り
、

（
原
則
十
一—iの
註
秤
）
そ
し
て
こ
の

た
ゞ
「
必
要
な
る
こ
ビ
」
ビ

債
格
は
消
費
さ
れ
る
富
よ
り
人
が
引
出
す
等
債
値
の
物
に
よ
り
再
生
産
し
得
る
富
の
尺

度
で
あ
る
。
か
く
て
債
格
の
噌
減
は
國
民
の
年
々
再
生
産
す
る
富
の
多
少
を
決
す
」
る
こ
さ
＼
な
る
。

さ
れ
ば
商
業
の
機

こ
れ
は
必
然
十
分
な
る
農
夫
商
人
工
匠
へ
の
前
彿
を
含
ん
で
ゐ
る
眺
保

商
業
な
く
ん
ば
貸
上
債
値
を
訣
ぎ
農
民
は
賓
り
得
ざ
る
豊
富
更
に
は
峡
乏
せ

る
高
債
に
憐
む
こ
と
し
な
る
。
蓋
し
商
業
の
唯
一
の
機
能
は
、
頂
商
主
義
の
見
解
て
は
、

り
ビ
考
へ
ら
れ
て
来
た
。
ケ
ネ
ー
に
於
て
は
「
金
錢
は
商
業
の
目
的
に
非
す
」
さ
明
言
さ
れ
「
商
業
の
利
益
は
他
固
民
よ

国
民
の
輻
祉
に
決
定
的
に
関
係
す
る
生

そ
れ
は
決
し
て
靱
侮
の
意
味
で
は
な
く
、

軍
人
裁
判
官
の
如
ぎ
高
き
職
業
も
不
生
産
的
な
も
の
で
、
ケ
ネ
ー
も
亦
商
業
の

23) Reponse au Memoire de M. H. (Oeuvres, p・ 395) 
24) Oeuvres, p. 348. 
55) Hommes, p. 51. 
2ら） Hommes,p. 48. 

商
業
の
攘
能

こ
れ
は
流
通
過
程
に
於
て
は

債
値
通
り
消
費
者
に
う
る
も
の
で
あ
る
ビ
考
へ
る
が
、

こ
の
考
へ
方
の
崩
芽
を
既
に
ケ
ネ
ー
の
中
に
見
出
す
の
で
あ
る
。

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
鯛

筆

七

倍

i
!
O

第
一
一
撃

・lo 
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胃
日
霙
に
於
け
る
自
由
と
統
綱

第

七

巻

-
0-ni 

し
見
地
と
封
比
し
て
非
常
に
興
味
深
い
所
で

場
が
一
度
顧
慮
さ
れ
て
ゐ
る
こ
さ
で
あ
る
。

J

れ
は
ズ
ミ
ス
が
、

求
め
ら

よ
り
定
ま
ら
す
、
兵
の
富
は
令
錢
に
存
せ
な
い
。

「
商
業
に
よ

b‘

回
民
は
彼
竿
の
餘
制
を
相
互
に
窄
買
し
、
睛
買
に
よ

か

り
の
金
錢
の
奪
取
に
非
す
」
と
述
ぺ
ら
れ
、

か
く
の
如
き
金
錢
は
必
然
享
業
し
消
費
し
得
る
員
の
富
に
代
へ
ら
る
ぺ
笞
も

の
で
、
商
業
の
本
質
的
機
能
は
貨
幣
の
商
品
化
に
あ
り
さ
説
か
れ
て
ゐ
る
。

ケ
ネ
ー
に
よ
れ
ば
「
金
錢
の
源
は
生
南
物
の

弊
多
さ
良
債
で
あ
る
、
金
錢
は
商
業
な
か
り
せ
ば
そ
れ
自
身
不
生
産
的
な
富
に
過
ぎ
す
」
國
民
の
富
裕
は
金
錢
の
多
寡
に

り
彼
等
の
富
を
交
え
合
ふ
。
置
の
富
は
消
費
し
年
々
生
れ
る
そ
れ
で
あ
る
。
何
故
な
ら
箕
の
富
は
消
費
さ
れ
、

れ
、
賣
買
さ
れ
、
牧
入
を
形
成
す
る
か
ら
」

こ
れ
よ
り
二
つ
の
結
論
が
導
か
れ
る
。
第
一
ぱ
ケ
ネ
ー
に
於
て
は
生
赤
者
さ
し
て
の
農
民
の
見
地
さ
共
に
消
費
者
の
立

「
消
費
が
線
て
の
生
産
の
唯
一
の
目
的
で
あ
る
」
さ
せ

ケ
ネ
ー
の
所
設
が
箪
に
農
民
の
利
害
の
み
を
顧
慮
し
て
消
費
者
の
そ
れ
に

ば
一
顧
も
獨
れ
ざ
り
し
と
主
張
す
る
人
の
説
に
ぱ
賛
同
し
得
ざ
る
所
で
あ
っ
て
、
上
述
の
如
く
彼
も
ス
ミ
ス
さ
同
じ
く
消

冒`

費
さ
れ
る
も
の
享
業
さ
れ
る
も
の
を
置
の
富
さ
見
倣
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
貨
幣
の
み
に
執
着
し
た
軍
商
七
義
さ
蔚

o

`

｀ヽ

o

.

比
し
て
の
彼
の
見
解
の
特
徴
で
あ
り
、
商
業
の
機
能
は
商
品
の
貨
幣
化
に
非
す
貨
幣
の
商
品
化
に
よ
り
完
成
さ
る
と
見
し

如
き
も
極
め
て
興
味
あ
る
見
解
さ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
二
に
彼
の
見
解
で
は
重
商
ヽ
主
義
さ
異
り
ー
尤
も
時
さ
し
て
は
外

（
註
一
）

國
商
業
は
生
産
的
で
あ
る
等
の
脱
線
も
あ
る
が
ー
外
國
貿
易
が
國
内
商
業
さ
同
列
に
引
下
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
さ
を
見
出
す

奮

冨

の
で
あ
る
。
否
、
時
に
は
「
一
國
民
の
富
の
朕
態
を
判
断
し
得
る
は
國
内
商
業
外
國
貿
易
特
に
國
内
商
業
の
朕
態
に
よ
っ
て

――――― 

第

二

鰊

勾） Hommes,p. 49. 
お） Homm臼， p.為
'29) Hommes, p. 48. 
30) Smith, Wealth of Nations. (Cannan), Vol II. p. ¥59. 
31)山口正太郎著、重農學派純涜學 153頁．
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穀
物
の
販
資
セ
容
易
に
し
、

得
ら
れ
す
、
販
費
者
さ
し
て
得
る
所
は
購
買
者
さ
し
て
失
ひ
、

業
は
専
ら
致
富
の
手
段
ビ
考
へ
ら
れ
た
闘
係
上
、

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

た
ゞ
間
接
的
に
は
外
國
商
業
の
存
在
は

で
あ
る
」
と
の
べ
、
國
内
商
業
の
方
で
一
國
の
富
と
の
闊
保
深
き
こ
さ
等
も
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

5
 

内
商
業
は
消
費
生
活
こ
の
閥
係
深
き
た
め
外
國
貿
易
よ
り
重
要
な
り
ご
述
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
重
商
ヽ
主
義
に
於
て
は
商

外
國
貿
易
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
が
、

貿
易
も
同
債
値
の
交
換
を
基
調
<
J

せ
る
も
の
で
あ
り
、

賓
上
債
値
を
得
し
め
、

; 
ケ
ネ
ー
に
於
て
は
國
内
商
業
も
外
國

外
國
貿
易
の
場
合
さ
雖
も
販
賣
の
み
の
購
買
さ
い
ふ
如
苔
は
考
へ

交
換
の
中
に
は
何
等
の
餘
剰
も
成
立
せ
や
、
國
富
の
増
加

に
直
接
的
に
貢
献
せ
ざ
る
こ
さ
國
内
外
の
商
業
を
問
は
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
債
格
を
釣
上
げ
る
」
故
有
用
な
も
の
さ
考
へ
る
。
尚
ケ
ネ
ー
の
考

の
中
に
は
財
に
賣
上
債
値
を
附
典
し
、

Wー
G
の
過
程
を
促
進
闘
滑
化
す
る
外
、
債
格
の
均
一
化
が
も
た
ら
さ
れ
髪
動
が

321 

除
か
れ
｀
場
所
的
蓮
的
過
不
足
が
調
節
さ
れ
る
こ
さ
を
學
げ
て
ゐ
る
の
は
、

（
註
―
―
)

ペ
き
所
で
あ
る
。

後
の
商
業
機
能
學
説
の
褻
展
の
た
め
注
目
す
，

註
一
ケ
ネ
ー
は
、
'
H
o
m
m
e
s
‘
、
に
於
て
は
鷹
々
「
商
人
は
外
國
と
の
商
業
の
獲
得
せ
し
め
る
良
債
に
よ
り
豊
富
に
貢
獣
す
る
限
り
生
産

ヽ
畜
~
お

0

、

O

畜
"
、

的
階
級
の
中
に
入
れ
ら
る
べ
き
で
あ
る
」
と
か
「
國
内
商
業
に
限
ら
れ
た
商
人
は
厳
密
に
云
へ
ば
何
物
も
生
産
せ
ず
、
國
民
に
盆

し
、
國
民
に
よ
り
支
彿
は
る
」
と
云
ふ

E
t
w
n
e
n
e
B
a
u
e
r

の
註
に
よ
れ
ば

N
o
u
s
 voi!a r
e
v
e
n
u
s
 a
u
 principle d
e
 sterilite 
d
u
 c
o
m
m
e
r
c
e
,
 m
a
i
s
 ii 
est 
a
 r
e
m
a
r
q
u
e
r
 1
。
q
u
e
I

、a
u
t
e
u
r

dit‘
、s
i
g
o
u
r
e
u
s
e
m
e
n
t
parlant,, 
:;;,。

qui!
parle 
ici 
d
u
 c
o
m
m
e
r
c
e
 
interiur 
et 
n
o
n
 
p
l
u
s
`
c
o
m
B
e
a
 la 
p
a
g
e
 

5
9
,
 
d
u
8
m
m
e
r
c
e
 e,cterieur. 
II 
result 
d
o
n
c
 d
e
 ces 
deu,c 
passages u
n
e
 
distiuction 
entre le 
c
o
m
m
e
r
o
e
 

第

七

巻

ス
ミ
ス
に
至
っ
て
は
國

第
1

一
隷

1
0四

32)拙稿。商業機能限説の後展 拙稿。重商主義の國内商業統制
32) Note sur la Maxime XVI. (Oeuvres'p. 352) 
33) Hommes, p. 60. 
34) Hommes, p. 74. 
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註

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

第

七

巻

第

二

猿

-
0
五

exterieur 
q
u
i
 
est 
praductif, 
si 
d
u
 m
o
i
n
s
 le 
n
e
g
o
c
i
a
n
t
 
est 
b
i
e
n
 
intentione, 
et 
le 
c
o
m
m
e
r
c
e
 
interiur 

q
u
i
 r
i
g
o
u
r
e
u
s
e
m
e
n
t
 p
a
r
l
a
n
t
g
t
 sterile. 
C
e
t
t
e
 
distinction, 
d
i
s
p
a
r
u
e
 d
e
 !'o
e
u
v
r
e
 
debinitive 
d
e
 Q
u
e
s
n
a
y
,
 

(V. n
o
t
a
m
e
n
t
 
D
i
a
l
o
g
u
e
 
sar 
le 
c
o
m
m
e
r
c
e
)
,
 
se 
t
r
o
u
v
e
 
e
n
c
o
r
e
 
clans 
lettre 
d
e
 Q
u
e
s
v
a
y
 a
 M
i
r
a
b
e
a
u
 

q
n
e
 n
o
u
s
 a
v
o
n
s
 p
u
b
l
i
e
e
 d
a
n
s
 e
È
c
o
n
o
m
i
e
 J
o
u
r
n
a
l
,
 m
a
r
s
 
1895. 

小
賣
商
業
の
機
能
に
つ
い
て
は
次

の
如
き
輿
味
あ
る
観
察
を
な
し
て
ゐ
る
。
ケ
ネ
ー
の
時
代
挫
村
を
逃
れ
て
都
市
に
走
る
も
の

多
く
、
総
に
都
市
の
小
賣
商
業
の
数
は
非
常
に
過
剃
と
な
っ
た
ら
し
く
、
彼
も
「
商
人
の
数
や
も
う
け
の
拭
は
、
非
常
に
不
確
定

で
、
一
定
の
秩
序
に
従
は
な
い
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
小
変
商
人
は
限
り
な
く
噌
し
得
る
こ
と
が
出
来
る

。
か
く
て
盆
々
家
族

が
多
く
な
れ
ば
、
盆
々
こ
の
商
業
は
高
債
と
な
り
社
合
の
負
攘
と
な
る
J

と
の
べ
て
、
小
賣
商
業
に
於
け
る
穀
争
の
過
剃
は
良
債

を
も
た
ら
さ
ず
、
國
民
の
負
招
と
な
る
程
度
に
債
格
を
高
め
る
こ
と
を
の
べ
て
ゐ
る
。
而
し
て
か
A

る
小
喪
商
業
噌
加
の
原
因
と

し
て
は
、
嘗
時
農
村
は
妓
物
取
引
の
自
由
な
く
、
稔
重
く
、
貧
窮
化
せ
し
故
、
小
資
本
を
有
す
る
も

の
は
比
較
的
負
招
の
軽
い
都

市
に
出
て
こ
れ
を
管
む
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
小
賣
商
業
に
到
す
る
批
判
と
し
て
は
「
荘
し
向
き
の
よ
い
市
民
、
就
中
、
公
衆
か
ら

の
み
利
得
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
、
而
も
都
市
に
非
常
に
多
数
な
る
小
慄
商
人
は
國
民
に
は
荷
厄
介
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
市
民

は
彼
等
の
子
供
の
低
に
は
、
保
誤
さ
れ
尊
敬
さ
れ
て
ゐ
る
農
業
に
お
い
て
都
市
に
お
け
る
よ
り
も
更
に
堅
案
に
し
て
卑
賤
さ

一
府

農
村
へ
連
れ
蹄
れ
る
彼
等
の
富
は
耕
地
を
肥
や
し
富
を
培
加
し
國
家
の
塙
榮
及
び
勢
力
を
保

少
き
生
活
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

證
す
る
」
と
の
べ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
彼
の
小
賣
商
業
論
の
一
端
で
あ
る
が
、
今
日
の
そ
れ
よ
り
見
て
大
帷
正
し
き
も
の
を
掴
ん
で

居
り
特
に
今
日
都
市
小
賣
商
人
の
過
痢
を
諒
へ
る
慶
喧
し
き
折
柄
ケ
ネ
ー
の
こ
の
主
張
の
中
に
も
亦
聞
く
べ
き
何
物
か
が
あ
り
得

る
と
思
ふ
。
尤
も
社
合
的
背
景
は
昇
つ
て
ゐ
る
が
。

： 

35) Hommes, p. 74. 
36ぅNotesur la Maxime XIV (Oeuvres, p.351) 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



暑

「
賣
買
債
値
の
釣
上
げ
」
で
は
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
し
、

フ
ラ
ン
ス
経
演
學
界
の
長
老
た
り
し
故
ヂ
イ

叉
そ
れ
さ
同
列
に
置
か
る
ぺ
苔
で
は
な
い
。
だ
か
ら
ケ
ネ
ー

只
事
情
を
全
般
的
に

「
商
人
の
償
格
釣
上
機
能
」
に
於
て
は

後
に
尚
詳
述
す
る
如
く
「
生

府
牧
入
賃
銀
を
増
し
、
社
會
一
般
の
利
益
ご
な
る
さ
考
へ
る
が
、

農
業
の
利
益
即
祉
會
利
盆
観
は
こ
4

に
も
見
ら
れ
る
」

こ
れ
は
結
局
政

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

こ
ヽ
で
問
題
は
、
私
が
先
の
論
文
に
、
「
ケ
ネ
ー
は
屡
々
生
産
物
の
高
債
の
必
要
を
説
き
裔
人
の
債
格
釣
上
機
能
を
強
調

す
る
が
、
そ
の
倫
牒
は
外
國
貿
易
に
有
利
で
あ
り
農
業
を
活
氣
づ
け
農
業
の
純
牧
盆
を
増
す
為
で
あ
b
o

さ
云
つ
た
言
葉
に
あ
る
。
久
保
田
教
授
は
こ
の
言
葉
を
指
し
て
、
次
の
如
く
云
は
れ
る
。

「
之
れ
全
く
ケ
ネ
ー
の
高
債
論
に
闊
す
る
無
認
識
セ
示
す
も
の
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、

産
物
の
高
債
の
必
要
」
さ
「
裔
人
の
債
格
釣
上
機
能
」
さ
は
ケ
ネ
ー
に
あ
っ
て
は
全
く
相
反
す
る
」

「
堀
學
士
が
恐
ら
く
生
産
物
の
高
き
憤
格
の
必
要
ご
同
列
に
罹
き
た
る
が
如
さ

「
彼
公
四
人
の
こ
と
）
の
個
人
的
利
盆
は
國
民
の
利
益
ご
相
反
す
」
さ
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

通
観
す
る
さ
、
生
産
物
の
最
初
の
喪
上
に
於
け
る
可
能
な
る
限
り
の
高
債
は
巡
り
巡
つ
て
結
果
さ
し
て
商
業
を
も
活
澄
に

さ
せ
て
「
商
人
の
利
得
の
線
額
」

盆個
々

の
商
人
の
利
得
で
は
な
い
。
全
尚
人
の
利
得
の
総
割
で
あ
る
）
が
増
大
す
る
ご
言
っ
て
ゐ

る
の
で
あ
る

「
商
人
の
債
格
釣
上
」
は
寅
際
に
は
試
み
ら
れ
る
事
は
後
述
の
如
く
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
技
で
訛
い
て
ゐ
る

は
其
の
第
六
考
察
の
終
り
に
「
商
人
は
決
し
て
債
格
も
商
業
の
可
能
性
も
生
ぜ
し
め
な
い
」
さ
書
い
て
ゐ
る
で
は
な
い
か

ー
、
共
の
場
合
の
「
債
格
」
こ
そ
吾
々
の
今
問
題
さ
し
て
ゐ
る
資
買
債
値
な
の
で
あ
る
。

値
論
従
っ
て
富
論
に
闊
す
る
認
識
不
足
は
獨
り
新
進
堀
學
士
に
止
ま
ら
ぬ
。

然
し
乍
ら
ケ
ネ
ー
の
経
演
債

第

七

巻

＝
二
四

第

二

績

1
0六

37)拙稿、商業被能學説の疲辰
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の
中
に
は
鯉
費
農
工
商
の
牧
盆
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
、

第

七

巻

二
五

る
れ
ば
債
格
は
良
債
に
落
着
く
。

策

二

輩

「
良
償
」
は
根
本
債
格
以
上
債
値
通
り
の
債
格
に
落
着
い
た
朕
態
で
あ
る
。

こ
の
良
債
の
鮎
ま
で
引
上
げ
ら
る
ぺ
き
で
あ
る
。

細
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

小
生
に
到
し
資
め
ら
れ
た
教
授
に
私
は
更
め
て

「
ケ
ネ
ー
文
献
の
精
讀
」
を
お
願
ひ
し
た
い
。

J
O七

先
づ
（
イ
）
を
問
題
さ
す
る
。
こ
の
酎
に
闊
す
る
久
保
田
数
授
の
批
難
は
全
く
私
の
云
ふ
所
に
封
す
る
延
い
て
ば
ケ

ネ
ー
の
云
ふ
所
に
封
す
る
、
「
認
識
の
不
足
」
よ
り
来
る
も
の
で
云
ふ
外
は
な
い

。
「
ケ
ネ
ー
の
文
献
の
渉
狼
不
足
？
」
を
、

私
の
解
繹
は
か
う
で
あ

る
。
ケ
ネ
ー
に
よ
れ
ば
生
産
物
は
賓
行
な
く
ん
ば
無
債
値
に
陥
ゐ
る
。
若
し
そ
の
債
格
が
根
本
債
格
以
下
ご
な
れ
ば
損
失

に
菱
は
る
。
然
る
に
こ
ヽ
に
自
由
商
業
か
介
在
せ
ば
生
産
物
は
資
口
を
得
、
債
格
は
高
ま
る
。
自
由
競
争
が
完
全
に
行
は

こ
の
良
債

生
産
物
は
商
人
の
介
入
に
よ

b
賓
口
を
得
て
、
ざ
う
し
て
も

こ
れ
ケ
ネ
ー
の
「
生
産
物
の
高
債
の
必
要
」
で
あ
り
、

「
裔
人
の
債
格

（
ハ
）
ヂ
イ
ド
数
授
は
果
し
て
ケ
ネ
ー
を
談
り
解
し
た
か
？

ド
数
授
も
亦
同
様
に
ケ
ネ
ー
経
渭
債
値
論
の
理
解
に
於
い
て
混
鋭
に
陥
り
、
遂
に

"
O
n
ne le 
c
o
m
p
r
e
n
d
 plus"'f-J
叫

ぶ
に
至
っ
た
。
従
っ
て
氏
に
よ
っ
て
ケ
ネ
ー
の
「
高
債
論
」

い
。
本
稲
の
讀
者
は
一
應
ヂ
イ
ド
の
所
論
を
併
讀
さ
れ
ん
事
を
切
望
す
る
」
と
。

（
イ
）
「
商
人
の
債
格
釣
上
機
能
」
さ
「
生
産
物
の
高
債
の
必
要
」
が
全
く
相
反
す
る
か
？

（
口
）
「
商
人
の
債
格
釣
上
機
能
」
の
概
念
は
果
し
て
久
保
田
教
授
の
解
す
る
如
き
も
の
か
？

そ
こ
で
問
題
は
一
二
つ
の
黙
に
あ
る
。

が
徹
底
的
に
明
微
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
も
敢
て
不
思
議
で
は
な
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商
人
は
農
業
者
の
生
産
せ
る
牧
益
の
割
前
に
あ
づ
か
る
の
み
で
、

社
曾
的
費
用
に
属
す
る
故
に
負
掠
で
あ
り
、
何
人
の
商

ケ
ネ
ー
の
見
る
所
に
依
れ
ば

寧
ろ
商
人
が
良
債
以
上
に

最
も
幸
ご

商
業

私
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

釣
上
機
能
」
で
あ
る
。
久
保
田
教
授
が
こ
の
間
に
何
の
闊
聯
も
認
め
す
、

要
」
で
あ
り
、

「
商
人
は
決
し
て
債
格
も
商
業
の
可
能
性
も
生

相
反
す
る
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
は
恐
ら
く
ケ
ネ

そ
の
必
然
の
結
果
さ
し
て
生
す
る
教
授
ざ
小
生
さ
の
間
の
「
債
格
釣
上
機
能
」

「
高
債
」
の
概
念
の
相
異
よ
り
来
る
も
の
で
あ
ら
う
。
次
に
教
授
の
「
債
格
釣
上
機
能
」
の
概
念
を
問
題
さ
す
る
。

（
口
）
教
授
の
解
繹
で
は
良
債
は
最
初
の
人
の
費
上
債
値
に
闘
聯
せ
る
問
題
で
、

商
人
は
更
に
こ
の
良
債
以
上
に
債
格
を
釣
上
げ
て
消
費
者
に
訟
以
渡
す
、

能
」
で
あ
る
。
故
に
商
人
の
利
盆
は
社
會
の
利
盆
に
反
す
る
。
こ
れ
が
教
授
の
所
誅
で
あ
る
が
、

恐
ら
く
ケ
ネ
ー
の
所
設
こ
い
ふ
よ

b
も
寧
ろ
ケ
ネ
ー
の
批
判
の
野
象
さ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ケ
ネ
ー
の
如
何
な
る
「
文

.

.

.
 ‘
 .
.
 o
.

、
、
、
、

献
を
渉
撒
」
し
て
も
、
か
＼
る
意
味
に
し
か
解
繹
さ
れ
得
ざ
る
所
の
一
言
の
文
句
も
見
出
し
得
ざ
る
の
み
な
ら
す
、

は
不
生
産
的
に
し
て
債
格
は
裳
に
買
入
及
寧
界
上
に
先
立
つ
も
の
で
あ
り
、

ぜ
し
め
な
い
」
こ
さ
を
力
説
し
て
ゐ
る
。
私
は
寧
ろ
こ
の
般
後
の
言
葉
を
も
つ
て
、
教
授
に
返
言
し
得
る
を
、

す
る
こ
さ
は
ー
~
手
数
を
省
く
意
味
に
て
—
ー
先
に
も
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。

商
人
の
利
益
は
國
民
の
利
益
に
反
す
さ
の
語
も
数
授
の
説
を
何
等
強
め
る
わ
け
で
は
な
く
、

高
め
て
賓
る
な
ら
ば
「
滴
人
の
利
盆
」
は
「
國
民
の
利
盆
」
ご
一
致
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

人
の
手
セ
通
つ
る
も
寧
ろ
こ
の
費
用
|
ー
即
ち
農
業
者
の
生
産
よ
り
取
去
ら
れ
る
部
分
を
ま
す
の
み
で
「
富
の
生
産
あ
る

こ
れ
が
「
商
人
の
債
格
釣
卜
磁
i

ー
解
繹
の
未
熟
よ
り
来
る
も
の
で
あ
り

こ
れ
の
高
き
を
望
む
が
「
高
債
の
必

第

七

巻

＝ ． ，，、

第
1

一
筑

1
0
八

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



゜
ニノ だ

こ
れ
以
上
に
は
了
解
し
な
か
っ
た
。

言
ひ
う
る
か
？

第

七

巻

―
―
七

第

二

琥

従
っ
て
自
然
債
格
が
消
失
し
た
ご
し

事
な
き
貨
物
の
置
換
、
諸
掛
の
増
加
に
過
ぎ
な
い
こ
さ
を
注
意
す
ぺ
ぎ
で
あ
る
」
。

（
ハ
）
ヂ
イ
ド
数
授
は
私
ご
共
に
ケ
ネ
ー
解
繹
を
誤
て
り
ご
久
保
田
教
授
は
揚
言
せ
ら
れ
る
が
、

だ
け
に
こ
の
貼
を
ー
'
|
恨
令
漢
然
た
る
形
に
於
て
ゞ
は
あ
っ
た
に
せ

よ
、
親
察
し
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヂ
イ
ド
教
授
の
次
の
言
葉
を
引
用
す
れ
ば
、

そ
し
て
そ
の
憤
格
は
あ
ま

b
に
低
か
っ
た
場
合
に
は
純
生
産
物
が
消
失
し
て
し
ま
う
こ
ご

そ
れ
ら
を
感
覺
し
な
い
程
盲
目
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
だ
が
そ
の
場
合
、

又
如
何
な
る
貼
で
、
農
業
生
森
物
の
債
値
は
工
業
生
産
物
の
そ
れ
ご
異
な
る
か
？

水
準
ま
で
下
落
し
た
ご
し
た
ら
、

恐
ら
く
重
農
主
義
者
セ
ち
の
思
想
は
『
苦
ぎ
債
格
』
換
言
す
れ
ば
生
産
費
以
上
に

一
の
利
餘
債
値
を
含
ん
だ
債
格
は
、
自
然
的
秩
序
の
一
の
正
常
的
結
果
で
あ
る
ご
思
っ
た
で
あ
ら
う
。

そ
れ
は
自
然
的
秩
序
が
破
壊
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

て
も
何
等
驚
く
こ
さ
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
ケ
ネ
ー
の
謎
の
や
う
な
次
の
文
は
、
疑
も
な
く
こ
の
意
味
の
こ
さ
で
あ
ら

「
豊
富
さ
安
債
は
富
で
は
な
い
。
鋏
乏
さ
高
債
は
貧
で
あ
る
。
豊
富
さ
高
債
こ
そ
は
富
裕
で
あ
る
」

ヂ
イ
ド
教
授
は
又
ケ
ネ
ー
が
自
由
商
業
が
債
格
を
高
債
な
ら
し
む
ビ
云
ひ
つ

4

他
方
で
平
等
な
ら
し
む
さ
述
べ
て
ゐ
る

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

債
格
の
法
則
を
う
け
る
こ
さ
、

を
得
ら
れ
る
も
の
さ
思
ふ
。
ヂ
イ
ド
教
授
は
云
ふ

石
ヂ
イ
ド
教
授
は
「
フ
ラ
ン
ス
経
齊
學
界
の
長
老
」

1
0九

債
格
が
生
脊
費
の

軍
農
主
義
者
は
ま

ざ
う
し
て
土
地
は
猶
且
つ
憤
値
を
生
廂
し
た
さ

「
し
か
し
、
菫
農
主
義
者
等
は
、
自
然
財
及
び
小
変
そ
の
も
の
も
、
工
業
生
産
物
さ
全
く
同
じ
ゃ
う
に
、
市
場
に
お
け
る

久
保
田
教
授
並
に
讀
者
の
御
了
解

私
を
以
て
せ
ば
流

33) Gide, Histoire des doctrines ecqnomiques 1926. p. 1718（古屋美貞課 26
頁 27頁
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錯
覺
的
理
解
を
引
起

こ
れ
が
ケ
ネ
ー
の
本
意
ら
し
く
、
恐
ら
く
商
人
の
自
己
の
生
活

寇
茜
11
洒
寇
11
滓
営
8
A
8
涵

L
直
｛
臣
（
茉
斉
宝
苓

、詣
粋
址
S
芸
骸

亜
H
燥
誂
S
弁
弐
喋
益

＋
漑
燐
蛛
S
活
翔
）
＋
亜
H
粋
址
活
肪
11
悔
蔀
喋
泣
＋
常
弁
渫
菩
＾

ケ
ネ
ー
の
表
硯
を
そ
の
儘
簡
箪
に
示
せ
ば
右
の
如
く
で
あ
っ
て
、
自
由
競
争
の
も
ご
で
は
、

の
生
活
資
料
だ
け
低
く
商
人
よ
り
受
取
り
（
最
初
の
人

の
生
陀
物
の
賓
上
惰
値
〉
、
こ
れ
に
商
人
C

エ
匠
）
の
生
活
資
料
を
附

加
し
て
ー
ー
こ
れ
は
農
業
者
の
生
産
せ
る
も
の
で
先
に
農
業
者
よ
り
受
取
っ
て
ゐ
る
|
|
「
良
債
」
で
消
費
者
に
賣
り
渡

す
、
こ
れ
で
最
も
自
然
的
秩
序
に
合
し
た
朕
態
で
あ
る
、

奮
。
、

資
料
を
商
品
に
附
加
す
る
こ
と
が
ー
個
別
的
に
見
れ
ば
そ
れ
だ
け
債
格
を
高
む
ー
多
く
の
混

iLを、 滴
人
は
債
値
よ
り
も
自
己

以
上
私
の
解
繹
を
簡
箪
に
表
式
で
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

）
の
高

圃
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
鰊
鯛

的

の
を
封
立
的
に
攀
げ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
債
値
1
1
良
債
1
1
生
産
費
＋
餘
剌
憤
値
の
考
へ
方
に
於
て
は
何
の
不
思
議
も
な
い

フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
如
き
今
迄
輸
出
を
鋏
く
國
で
は

既
に
餘
測
債
値
(
?
!
u
sV
a
l
u
e
)

な
る
言
葉
を
用
ゐ
て
ゐ
る
以
上
、
更
に
債
格
が
低

い
さ
純
生
産
物
が
消
失
す
る
こ
さ
を
説
い
て
ゐ
る
こ
さ
さ
併
せ
考
へ
て
、

こ
れ
を
純
生
産
物
の
す
ぺ
て
を
含
ん
で
「
土
地

の
債
値
」
通
り
賣
ら
る
べ
き
が
最
も
自
然
的
秩
序
に
合
す
る
さ
の
解
繹
を
豫
感
し
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

債
の
限
度
を
明
示
し
な
か
っ
た
こ
ご
は
1

即
ち
債
値
ま
で
の
高
債
ー
は
そ
の
解
繹
に
種
々
の
談
解
を
生
む
所
で
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
彼
の
文
献
セ
熟
讀
せ
ば
容
易
に
汲
み
取
り
得
る
所
で
あ
る
。

は
上
述
の
引
用
で
も
明
か
で
あ
る
が
、

債
格
が
高
め
ら
る
1

債
値
ま
で
高
め
ら
れ
る
は
必
定
で
あ
る
。

ヂ
イ
ド
授
数
が
良
債
1
1
生
産
費
＋
餘
剰
債
値
さ
考
へ
し

所
で
、
自
由
競
争
の
も
と
に
於
て
は
高
低
相
手
均
さ
れ
る
と
共
に

第

七

巻

ニ八

第
一
＇一
聾

• ―J
O
 

39') Gide Histoire, p. 33. 
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へ
、
日
は
<
`

自
由
放
任
論
の
性
格

持
ち
得
ざ
る
わ
け
で
、

第

七

巻

業
自
由
の
主
張
は
彼
の
論
文
の
各
所
に
、
極
め
て
強
い
口
調
で
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

の
繁
榮
は
何
に
存
す
る
か
。
牧
入
及
び
租
税
を
永
績
し
増
加
す
る
為
の
大
前
彿
に
、

3
 い' ――――九

-5外國
貿
易
に
、
不
動
産
の
年
々
の
富
の
享
有
に
。
牧
入
及
び
租
税
の
金
錢
に
よ
る
豊
か
な
る
支
彿
に
」

属

内

繭

業

に

於

け

る

自

由

と

統

制

第

二

蒙

、ニ

「
何
故
な
ら
小
変
の
耕
作
は
良
年
に
國
民
の
生
活
資
料
だ
け
に
限
ら
れ
る
故
、
圃
民
は
不
作
の
年
に
應
じ

得
な
い
。
す
ぺ
て
こ
れ
等
の
混
乱
は
商
業
を
制
限
づ
け
耕
作
の
自
由
を
制
限
づ
け
る
規
則
の
結
果
で
あ
る
」
ご
。

「
滴
業
の
完
全
な
自
由
を
保
有
す
べ
き
こ
ビ
。
何
さ
な
れ
ば
最
確
寅
な
る
｀
最
正
確
な
る
、

盆
な
る
内
國
商
業
及
び
外
國
貿
易
の
政
策
は
競
争
の
完
全
な
る
自
由
に
あ
な
か
ら
で
あ
る
」

盆
原
則
第
十
＝
＝
ー
の

自
由
に
し
て
容
易
な
る
内
田
商
業
及

（
原
則
二
十
邑
。
「
農
業
國
民

そ
し
て
國
民
及
國
家
に
最
有

彼
の
痢

高
債
さ
農
富
は
到
底
望
ま
れ
す
、
却
つ
て
彼
等
の
避
け
ん
さ
せ
し
飢
飩
を
す
ら
も
た
ら
す
さ
考

農
民
は
必
然
的
廣
範
園
の
販
賣
を

は
自
由
放
任
の
も
と
に
於
け
る
商
業
こ
そ
こ
の
機
能
を
最
も
よ
く
果
す
所
以
な
り
さ
考
へ
た
。

し
苔
拘
束
制
度
を
受
け
た
こ
と
は
先
に
述
ぺ
た
如
く
で
あ
る
。
特
植
獨
占
は
自
由
商
業
を
阻
げ
た
。
ケ
ネ
ー
の
排
す
る
商

業
は
か
4
る
意
味
の
商
業
で
あ
っ
て
、

か
し
る
制
度
の
も
さ
に
於
け
る
商
業
に
て
は
、

軍
商
圭
筏
時
代
滴
業
が
甚

せ
し
む
る
も
の
な
る
を
詮
い
た
。
問
題
は
こ
れ
は
如
何
な
る
社
會
的
條
件
の
も
さ
に
於
け
る
商
業
で
あ
る
か
に
あ
る
。

ケ
ネ
ー
は
生
産
物
の
豊
富
さ
高
債
の
必
要
を
説
苔
、

富

ヽ

｀

す
原
因
で
あ
ら
う
が
、
祉
會
的
に
は
不
生
産
階
級
は
生
産
階
級
よ
り
受
取
っ
た
も
の
を
附
加
す
る
だ
け
で
、

富
を
作
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
ケ
ネ
ー
も
し
ば
／
＼
断
つ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。

彼

商
業
の
介
入
が
こ
れ
を
よ

b
容
易
に
貨
現

別
に
新
し
い
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債
」
の
航
態
に
帥
せ
し
む
も
の
と
す
る
。

の
目
的
と
す
る
高
債
さ
豊
富
に
資
す
る
為
で
あ

b‘

自
由
さ
で
あ
る
」

J

れ
は
賣
上
債
値
を
保
證
し
、
生
産
物
を
「
高

註
秤
）
。
「
諸
君
の
牧
入
を
形
作
る
賣
上
債
値
を
保
證
す
る
も
の
は
消
費
さ
販
賣
さ
及
び
外
國
商
業
外
國
貿
易
の
容
易
及
が

「
道
路
の
修
理
ご
運
河
、
河
海
の
航
行
さ
に
よ
つ
て
生
産
物
及
び
製
造
品
の
販
路
ビ
運
送
さ
容
易
な
ら
し
む
ぺ
き
こ

t
c

何
っ
こ
な
れ
ば
差
引
の
謡
掛
を
減
す
る
こ
こ
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ざ
耕
地
の
牧
入
を
盆
々
増
加
す
る
か
ら
で
あ
る
」

工
業
を
撰
張
す
る
た
め
に
は
牧
入
の
増
加
に
注
意
す
る
よ
り
他
の
方
法
は
な
い
。
何
故
な

れ
ば
、
商
人
工
匠
セ
呼
び
よ
せ
、
彼
等
の
労
働
セ
支
彿
ふ
は
牧
入
な
れ
ば
な
り
。

彼
等
の
注
意
を
枝
に
限
る
べ
か
ら
す
、
枝
を
な
る
が
ま
ま
に
任
か
せ
よ
、

（
穀
物
論
)

0

我
等
は
こ
れ
等
の
主
張
よ
り
彼
の
廂
業
に
於
け
る
自
由
放
任
論
の
性
格
を
見
る
に
、

分
つ
て
彼
を
特
徴
づ
け
る
見
解
で
あ

b‘

へ
よ
、
土
地
を
ゆ
る
が
せ
に
す
る
な
」

「
政
府
は
商
業
を
榮
え
し
め
、

ヒ＞。

（
原
則
二
十
六
の
註
稗
）
。

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

生
産
は
賓
現
を
伴
は
ざ
れ
ば
全
か
ら
す
と
の
考
へ
が
根
抵
に
横
た
は

つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
の
賓
現
を
全
か
ら
し
む
も
の
が
自
由
商
業
で
あ
り
、

こ
の
黙
多
く
の
自
由
商
業
論
者
の
自
由
競
争
は
債
格
を
引
下
ぐ
さ
の
主
張
よ
り

こ
れ
は
常
時
の
佛
國
の
輸
出
禁
止
の
朕
態
に
於
け
る
事
情
が
反
映
せ
る
も
の
で

あ
る
が
、
尤
も
こ
の
場
合
の
高
債
も
絶
封
的
高
債
で
は
な
く
、
債
値
通
り
の
販
衷
へ
の
主
張
で
あ
る
こ
と
は
先
に
力
設
し
た

要
す
る
に
彼
に
よ
れ
ば
自
由
は
彼

然
し
生
産
さ
増
殖
の
た
め
に
必
要
な
る
汁
を
典

故
に
木
の
根
本
を
耕
さ
ざ
る
ぺ
か
ら
す
、

第

七

巻

三
0

第

二

琥

a
原
則
十
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J

れ
は
―
つ
の
永
細
的
債
格
で
あ
り

第

七

巻

第

二

撃 斯
く
の
如
き
は

如
く
で
あ
り
、

然
る
限
り
、

働
者
の
怠
惰
の
如
き
も
、

ス
ミ
ス
以
下
の
自
由
商
業
論
さ
こ
の
駆
で
は
似
通
っ
た
性
格
を
も
つ
。
而
し
て
彼
は
こ
の

ヽ
奮
。
、
、
富
ヽ
｀
｀
゜

二
は
自
然
的
障
害
よ
り
の
自
由
で

そ
の
結
果
は
生
産
物
中
経
費
に
節
す
る
部
分
は
少
＜
餘
剰
が
多
く
な
っ
て
来
る

ビ
考
へ
る
。
こ
4

に
必
然
問
題
と
な
る
の
は
か
く
し
て
自
由
が
得
ら
れ
た
さ
す
る
も
果
し
て
泊
費
者
が
存
在
す
る
か
の
貼

゜

で
あ
る
。
ケ
ネ
ー
は
資
本
主
義
の
初
期
に
ふ
さ
は
し
い
如
く
答
へ
る
。

さ
る
ぺ
し
ビ
す
る
。
ケ
ネ
ー
は
自
由
商
業
に
す
ぺ
て
の
問
題
を
結
び
つ
け
て
ゐ
る
こ
と
は
興
味
深
い
所
で
、

こ
の
穀
物
商
業
の
不
自
由
よ

b
齋
さ
れ
る
さ
し
、
「
黙
制
さ
れ
た
る
農
夫
の
怠
惰
の
鍍
因
は
賃

金
の
あ

t
り
に
廉
き
こ
と
及
び
生
産
品
取
引
の
不
自
由
が
食
料
品
を
無
債
値
に
陥
ら
し
め
た
る
」
に
よ
る
さ
し
｀

義
の
農
民
は
怠
惰
な
れ
ば
勤
勉
な
り
の
思
想
に
封
立
し
て
、

’ヽ
‘畜

の
自
由
よ
り
齋
さ
る
べ
し
と
の
論
法
で
進
む
。

か
く
て
自
由
競
争
の
結
果
は
債
格
は
彼
の
所
謂
「
良
債
」
に
蹄
す
る
が
、

そ
の
中
に
は
農
工
商
の
正
賞
な
牧
釜
（
商
工
は
ケ
ネ
ー
に
よ
れ
ば
生
括
資
料
）
が
含
ま

れ
て
を
り
、
こ
れ
は
最
も
自
然
的
秩
序
に
合
し
た
朕
態
で
あ
る
。
尤
も
ケ
ネ
ー
も
反
駁
せ
る
如
く

「
商
業
に
つ
い
て
」
）
「
自
由
競
争
に
於
て
は
商
業
は
不
生
産
的
で
あ
り
有
害
で
あ
る
」
と
の
説
が
あ
る
が
、

商
人
の
獨
善
的
な
考
へ
方
で
あ
っ
て
、
成
程
自
由
競
争
に
於
て
は
、
債
格
の
斐
動
は
少
く
、

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

(H
氏
N
氏
の
到
談
第
一

そ
の
開
き
も
少
く
な
る
故
、

冒

重
商
ヽ
王．．
 

安
易
に
し
て
富
裕
な
れ
ば
勤
勉
な
り
而
し
て
富
裕
は
崩
業

た
ご
へ
ば
努

り
、
消
費
者
は
至
る
所
訣
か
な
い
、
自
由
商
業
が
寅
現
し
、
農
業
生
産
が
寝
展
せ
ば
消
費
は
増
加
し
、
か
4

る
憂
は
一
掃

即
ち
鋏
げ
て
ゐ
る
の
は
消
費
者
で
な
く
消
費
で
あ

政
府
は
か
＼
る
障
害
を
除
く
ぺ
し
さ
し
、

ヽ
●
畜

0
"
｀

畜

ヽ

ヽ

・

、

自
由
へ
の
手
段
は
一
は
制
度
的
の
自
由
で
政
府
の
個
人
的
活
動
へ
の
不
干
渉
で
あ
り
、

41) Note sur la Maxirne XX (Oeuvres, p. 454) 
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法
は
こ
の
自
然
的
秩
序
に
賞
然
従
ふ
ぺ
く
、

的
秩
序
の
よ
り
滑
か
な
る
支
配
を
監
説
す
ぺ
ぎ
で
あ
る
。

養
ふ
故
に
、
農
業
は
自
然
的
秩
序
に
最
も
よ
く
合
す
る
も
の
で
あ
り
、

人
か
の
損
失
に
於
て
「
も
う
け
る
」
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
が
繁
榮
を
妨
げ
ざ
る
様
十
分
保
設
せ
ら
る
ペ

従
つ
て
農
業
の
み
は
純
牧
益
を
生
み
、
こ
れ
を
以
て
商
工
業
を

讀
内
繭
業
に
掛
け
る
自
貞
と
鎗
鯛

-
市
債
の
開
き
を
利
用
し
て
の
商
人
の
利
益
は
少
く
な
る
わ
け
で
、

る
」
こ
と
は
「
生
産
す
る
」
こ
と
で
は
な
く
、

そ
こ
で
問
題
は
ケ
ネ
ー
の
自
由
放
任
論
の
特
徴
で
あ
る
が
、

>

人
の
獨
占
特
植
は
國
民
の
利
盆
に
最
も
害
あ
る
所
で
あ
っ
て
。

2
 

引
下
げ
る
こ
ビ
と
な
る
。
か
く
て
國
民
大
衆
よ
り
見
れ
ば
仮
令
商
人
の
利
得
は
減
す
る
も
、

足
が
調
印
さ
れ
、
始
終
一
定
の
「
良
債
」
A

を
享
業
せ
ら
る
L

こ
さ
さ
な
る
。
ケ
ネ
ー
の
こ
の
思
想
の
中
に
は
勿
論
線
債
値

1
1
線
債
格
よ

b
来
る
必
然
的
結
論
で
は
あ
る
か
、
市
場
債
格
の
高
低
が
上
下
平
均
さ
れ
て
、
生
産
債
格
に
錨
す
る
ビ
の
マ

ル
ク
ス
の
考
へ
方
盆
平
均
概
念
）
の
崩
芽
と
も
云
ふ
ぺ
き
も
の
が
見
出
さ
れ
る
は
先
述
の
如
く
、
注
目
す
ぺ
き
で
あ
ろ
。

、、

こ
れ
が
霞
商
主
義
の
國
家
的
統
制
に
封
立
し
て
一
應
個
人

果
し
て
國
家
は
供
手
傍
観
す
べ
し
と
な
し
、

奮的
自
由
の
主
張
で
あ
る
こ
さ
を
認
め
る
さ
し
て
、

め
な
か
っ
た
か
。
私
は
こ
れ
に
到
し
否
ビ
答
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

的
秩
序
が
支
配
し
、
現
寅
的
秩
序
は
こ
の
自
然
的
秩
序
に
最
も
よ
く
従
ふ
さ
き
、
人
類
の
幸
は
最
も
大
で
あ
る
。
人
為
の

ケ
ネ
ー
の
主
張
は
か
う
で
あ
る
。
人
間
の
社
會
に
は
自
然

こ
れ
を
成
文
法
化
せ
し
む
ぺ
き
も
の
に
過
ぎ
す
、
國
家
の
任
務
は
こ
の
自
然

こ
れ
が
務
め
セ
何
等
認

、
、
.

平
均
債
格
が
支
配
し
｀
過
不

自
由
競
争
は
國
民
の
利
盆
に
於
て
商
人
の
「
も
う
け
」
を

商
人
の
利
益
で
あ
っ
て
も
國
民
の
利
盆
で
は
な
く
、
こ
の
意
味
で
商

自
由
競
争
の
阻
害
さ
れ
て
居
る
時
の
商
人
の
「
も
う
け
」
の
大
な
る
は
何

• 
商
人
が
こ
れ
を
指
し
て
云
ふ
の
で
あ
る
が
、

「
も
う
け

第

七

轡

第
1

1

• 

―
―
四

42) Du Commerce (Oeuvres, p. 454) 
43) Du Commerce (Oeuvres, p. 452) 
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b
買
っ
た
り
す
る
自
由
を
含
み
、
國
境
の
甑
別
を
知
ら
な
い
か
ら
、

賞
時
障
害
の
も
さ
に
あ
り
、
こ
れ
へ
の
自
由
を
考
へ
た
結
果
、

第

七

巻

「
自
然
的
秩
序
は
、

第
i

―
艤

そ
れ
は
封
建
制
度
を
脱
し

償
値
セ
訣
ぎ
、
農
民
は
窮
乏
し

擢
と
考
へ
た
。
然
ら
ば
何
故
に
必
然
そ
の
結
論
は
こ
れ
に
封
す
る
禁
止
又
は
制
限
を
以
て
、

へ
な
い
か
。
何
故
な
ら
自
然
的
秩
序
は
國
民
に
最
も
有
利
な
も
の
だ
が
ら
さ
。

わ
が
故
山
口
教
授
も
述
ぺ
て
ゐ
ら
れ
る
。
成
程
商
業
は
國
民
に
有
害
で
あ
ろ
。

放
任
せ
ば
、
商
人
の
市
場
債
格
の
雙
動
よ
り
来
る
「
も
う
け
」
は
國
民
の
利
盆
に
於
て
よ
り
少
く
な
る
わ
け
で
あ
り
、

の
貼
に
於
て
自
由
放
任
は
よ
り
自
然
的
秩
序
に
合
す
る
わ
け
で
あ
り
、

農
業
の
繁
榮
を
以
て
自
然
的
秩
序
に
依
存
す
る
ビ
の
ケ
ネ
ー
の
考
へ
よ
り
見
れ
ば
こ
れ

を
頴
現
す
る
所
以
で
は
な
い
。
ヂ
イ
ド
教
授
は
、

こ
れ
に
封
し
て
か
う
云
ふ
非
難
が
あ
る
。

き
で
あ
る
が
、
商
工
業
は
こ
れ
を
自
由
に
放
任
す
べ
く
、
否
自
由
セ
妨
げ
ざ
る
様
監
視
す
ぺ
き
で
あ
る
ご
す
る
。

（
原
則
第
八
）
。

「
経
漬
的
統
治
は
生
産
的
支
出
ビ
自
國
農
産
物
の
商
業
さ
を
保
祗
↓
及
び
不
生
産
的
支
出
を
そ
の
ま
ヽ
に
放
任
す
る
事
を

の
み
問
題
さ
す
ぺ
き
こ
と
」

ケ
ネ
ー
は
先
に
商
工
業
は
不
生
産
的
で
あ
り
、
最
も
悪
い
も
の
｀
國
民
の
負

自
然
的
秩
序
に
合
す
る
と
考
4
 

こ
の
疑
問
は
故
ヂ
イ
ド
教
授
も
主
張
し
、

ケ
ネ
ー
一
派
の
外
園
貿
易
の
自
由
の
主
張
を
以
て
、

―
―
五

誰
で
も
自
分
の
好
む
も
の
を
齊
つ
た

6
 
4
 

國
内
さ
國
外
の
差
別
な
く
」
自
由
貿
易
の
主
張
さ
な

つ
て
現
は
れ
た
の
で
あ
る
と
云
ふ
。

．
 

蒐
に
角
ケ
ネ
ー
の
主
張
は
商
業
自
由
の
防
害
さ
れ
て
ゐ
た
の

K
封
す
る
一
酎
立
物
で
あ
り
、

瓢
商
業
に
於
け
る
自
由
と
績
鯛

こ
は
國
内
商
業
が

若
し
商
業
の
自
由
を
妨
げ
ん
か
、
生
産
物
は
賓
上

I
 

J
 

然
し
ケ
ネ
ー
も
云
ふ
如
く
こ
れ
を
自
由
に

曰
は
く

・ 44) Gide, Histoire, p. 32. 
45)山口正太郎。前掲 160頁
45) Gide, Histoire, p. 33. 
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今
や
そ
の
原
理
を
獲
得
し
勃
興
の
途
次
に
あ
り
し
資
本
主
義
の
社
會
褻
展
途
上
の
必
然
的
要
求
を
反
映
せ
る
も
の
で
、

こ
の
背
最
に
照
し
て
こ
そ
、
始
め
て
表
面
尚
農
を
詮
き
っ
＼
、

き
、
或
は
農
業
箪
一
課
税
に
よ

b
農
民
に
よ
り
重
き
負
揃
を
主
張
せ
る
如
き
矛
盾
も
理
解
出
来
る
さ
思
ふ
。

｀
 

重
商
主
義
は
封
建
制
度
よ
り
の
自
由
を
獲
得
し
た
。
重
農
主
義
は
先
に
も
述
ぺ
亡
如
く
、

よ
り
個
人
の
自
由
を
獲
得
し
た
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
自
由
を
高
唱
し
な
が
ら
も
、
軍
商
主
義
の
自
由
ご
ケ
ネ
ー
一
派
の
自
由

さ
は
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
こ
さ
は
、
私
も
先
に
指
摘
し
た
所
で
あ
る
。

然
ら
ば
ス
ミ
ス
、

リ
カ
ー
ド
等
に
見
る
自
由
さ
そ
の
概
念
を
一
に
す
る
か
の
黙
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、

を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
、
ケ
ネ
ー
の
自
由
は
極
め
て
、
現
寅
的
具
閤
的
自
由
で
あ
る
。

出
の
自
由
を
設
く
。
然
し
輪
入
の
自
由
に
つ
い
て
は

n
を
絨
し
て
ゐ
る
が
如
き
、

國
の
事
情
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
る
が
、
こ
の
黙
は
チ
ュ
ル
ゴ
ー
に
至
り
始
め
て
説
か
れ
た
所
で
あ
る
。
こ

4
に
ス
ミ
ス

以
降
特
に
抽
象
學
派
さ
難
ぜ
ら
れ
る
リ
カ
ー
ド
一
派
さ
の
自
由
の
概
念
の
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。
第
二
、
ケ
ネ
ー
の
自
由

は
背
後
に
自
然
的
秩
序
の
支
配
を
認
め
、
こ
れ
が
揖
理
へ
の
順
應
を
説
く
自
由
で
あ
る
。

へ
の
一
任
を
意
味
す
る
。
然
る
限
り
或
意
味
で
は
自
然
的
秩
序
の
専
制
主
義
を
認
め
る
こ
さ
で
あ

b
、
重
商
主
義
の
國
家

に
お
き
代
ふ
る
に
自
然
的
秩
序
に
よ
る
統
制
を
認
め
る
こ
ご
さ
な
る
．の
で
あ
る
。

こ
れ
ケ
ネ
ー
が
一
面
自
由
放
任
を
説
く

知

さ
共
に
他
面
政
治
的
専
制
主
義
を
謳
歌
せ
る
所
以
で
も
あ
る
。
ヂ
イ
ド
教
授
も
引
い
て
ゐ
る
如
く
ケ
ネ
ー
は
「
一
般
原
則
」

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
緯
詞

即
ち
自
由
放
任
は
自
然
的
秩
序

そ
の
一
例
で
あ

b
、
こ
れ
は
賞
時
の
佛

例
へ
ば
外
國
貿
易
に
於
て
も
輪

私
は
こ
の
黙
で
も
否
定
的
回
答

J

＼
に
問
題
は
こ
の
ケ
ネ
ー
の
自
由
が
果
し
て

國
家
的
統
制
國
家
至
上
主
義

菱
度
、
自
由
移
住
に
よ
り
商
工
業
の
喪
展
を
助
長
せ
る
如

第

七

巻

三
二
四

第

二

輩

―
―
六

47)拙稿＂頂商主義の國内商業統制
48) Gide; -Histore, p. 46. 
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閾
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

然
さ
し
て
立
っ
た
わ
け
で
、

え
去
っ
た
わ
け
で
は
な
く

徹
際
の
主
義
こ
を
つ
て
現
は
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

第

七

巻

三
五

第

二

競

―
―
七

そ
の
商
業
理
論
泣
に
政
策
論
の
大
要
を
述
べ
、
こ
れ
に
封
す
る

こ
＼
に
こ
れ
へ
の
拘
束
の

農
は
國
の
も
さ
で

叉
特
殊
利
盆
の
あ
ら
ゆ
る
不
正
企
業
よ
り
も
優
越
な
る

國
家
が
ケ
ネ
ー
の
頭
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
さ
は
軍
商
主
義
の
人
々
こ

第
一
で
、
主
櫂
は
唯
一
に
し
て
社
會
の
あ
ら
ゆ
る
個
人
よ
り
も
、

ペ
き
こ
さ
さ
云
ふ
が
、
か
4

る
矛
盾
も
彼
の
自
由
の
概
念
よ
り
見
れ
ば
必
然
的
結
論
で
さ
へ
あ
る
。
第
三
、
ケ
ネ
ー
を

・
、
、
｀

``
 

中
心
と
す
る
重
農
主
義
の
理
論
は
重
商
主
義
の
國
家
主
義
に
釘
臨
的
意
味
で
、
市
民
主
義
を
代
表
す
る
如
く
説
く
人
が

托

あ
る
。
私
は
必
す
し
も
さ
う
考
へ
な
い
。

何
等
異
る
所
は
な
い
。
寧
ろ
彼
の
所
謂
自
由
ヽ
主
義
が
よ
り
同
家
に
有
利
な

b
ざ
考
へ
た
か
ら
で
あ
り
、

あ
り
「
農
貧
し
け
れ
ば
國
貧
し
」
＜
、
こ
の
農
の
貧
し
ぎ
原
因
ぱ
穀
物
商
業
の
拘
束
に
あ
り
、

彼
の
自
由
論
肉
農
論
の
主
義
の
背
後
に
は
フ
ラ
ン
ス
國
家
の
観
念
が
消

寧
ろ
華
か
な
重
商
主
義
の
蔭
に
ひ
そ
む
豊
沃
な
る
べ
き
佛
國
農
村
の
荒
衰
人
口
の
減
退
に
慨

一
部
の
人
の
考
へ
る
如
く
彼
を
國
家
主
義
さ
封
聴
的
地
位
に
お
く
の
は
妥
営
で
は
な
い
。
寧

。
、
、
・
、
．

ろ
辮
證
法
的
な
褻
展
形
式
を
裳
嵌
め
る
な
れ
ば
、
重
商
主
義
の
「
民
を
考
へ
ざ
る
」
こ
さ
に
到
す
る
ア
ン
チ
、

、
、
、

し
て
ケ
ネ
ー
一
派
の
民
輻
論
を
劉
立
せ
し
む
べ
き
で
、

テ
ー
ゼ
さ

を
箪
な
る
市
民
主
義
者
さ
す
る
は
之
を
解
せ
ざ
る
も
の
に
し
て
、
寧
ろ
、

、
、
、
、
冒
ヽ
、
｀

義
経
惰
學
の
先
駆
者
で
あ
り
、
こ
れ
セ
ス
ミ
ス
が
喪
展
せ
し
め
た
ご
見
る
こ
さ
が
よ

b
妥
裳
で
あ
る
様
に
思
ふ
。

國
家
は
常
に
雨
者
の
憐
中
を
離
れ
す
更
に
私
を
以
て
せ
ば
ケ
ネ
ー

奮

●

畜

好
む
さ
好
よ
ざ
る
に
拘
ら
す
、
彼
こ
そ
國
民
主

以
上
大
骰
私
は
ケ
ネ
ー
の
債
値
論
を
出
褻
黙
さ
し
て
、

・
私
見
セ
展
開
し
、
併
せ
て
久
保
田
救
授
の
批
判
を
吟
味
し
て
来
た
。

49)石川奥二氏＂市民主義、國家主義、國民主義 c籾浣論叢＂第 37巻第4賊）
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． 全

以
上
私
は
私
の
解
す
る
ケ
ネ
ー
の
商
業
學
説
の
大
要
を
述
べ
、

そ
れ
に
到
す
る
私
見
を
論
述
し
て
来
だ
が
、

ケ
ネ
ー
の

程
を
生
産
過
程
と
の
必
然
的
聯
脳
に
於
て
考
へ
、

尚
農
業
を
も
つ
て
債
値
充
寅
に
そ
の
機
能
を
認
め
し
如
き
輝
け
る
脊
本

．
 

こ
れ
を
要
す
る
に
、

得
ざ
り
し
わ
け
で
、

ざ
り
し
如
き
、

ケ
ネ
ー
の
學
設
は
資
本
主
義
が
漸
く
封
建
制
度
よ
り
抜
け
出
し
、

こ
れ
を
内
在
的
に
見
れ
ば
、
極
め
て
多
く
の
問
題
を
の
こ
し
、

あ
っ
て
、
ケ
ネ
ー
も
亦
矢
張
こ
の
要
求
に
う
な
が
さ
れ
な
が
ら
、

そ
の
政
策
論
も

片
足
で
封
建
経
消
を
踏
み
な
が
ら
片
足
を
資
本
主
義
経
消
の
中
に
突
込
ん
で
ゐ
る
如
き
姿
を
さ
へ
時

時
見
出
す
の
で
あ
る
。

政
策
論
で
商
工
業
の
自
由
放
任
農
業
箪
一
課
税
を
説
き
な
が
ら
、
理
論
で
偏
農
的
観
念
を
脱
し
得

流
通
論
で
貨
幣
債
値
を
導
き
入
れ
な
が
ら
生
産
論
で
素
材
使
用
債
値
よ
り
離
れ
得
ぎ
り
し
如
き
、
廂
工
業

の
不
生
産
を
設
さ
な
が
ら
、
時
々
「
厳
密
な
意
味
で
は
」

等
の
言
葉
を
使
ひ
或
は
こ
れ
が
生
産
性
を
さ
へ
失
言
せ
る
が
如

き
、
そ
の
三
の
現
ば
れ
さ
見
る
こ
ビ
が
出
来
る
。
然
し
餘
網
債
値
の
褻
生
も
生
産
過
程
に
移
し
て
考
へ
、
或
は
流
通
過

主
義
機
精
の
分
析
に
於
け
る
そ
の
功
絃
は
、

た
さ
へ
内
在
的
に
は
多
少
の
矛
盾
を
拘
擁
す
る
さ
は
い
へ
、

理
論
の
研
究
上
に
於
て
も
到
底
見
逃
し
得
ざ
る
多
く
の
も
の
を
も
つ
の
で
あ
る
。

二
、
ケ
ネ
ー
の
商
業
學
説
批
判

姿
本
主
義
商
業

而
も
理
論
セ
こ
の
要
求
に
應
ぜ
し
む
ぺ
く
十
分
展
開
し

彼
の
見
出
し
た
理
論
と
相
矛
盾
せ
る
節
々
も
決
し
て
少
く
は
な
い
。

蓋
し
寅
際
的
要
求
は
常
に
理
論
に
先
立
っ
た
も
の
で

得
ざ

b
し
時
代
を
背
景
ビ
せ
る
だ
け
に
、

負

圃
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
．緯
欝

筆

七

巻

第
1

一

輩

―

―

八

未
だ
自
己
同
有
の
姿
を
見
出
し

三
六

． • 
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檜 令

鯛
内
藷
纂
に
於
け
る
自
由
と
鍼
綱

喜

れ
目
に
見
得
る
も
の
で
は
な
く
、

マ
ル
ク
ス
に
就
い
て
考
察
し
、

ス
ミ
ス
の
批
判

つ
ぎ
に
私
は
こ
の
ケ
ネ
ー
批
判
を
主
ご
し
て
、

そ
れ
へ
の
私
見
を
述
べ
て
お
ぎ
た
い
。

ス
ミ
ス
の
見
解
に
於
て
は
、
軍
滴
主
義
が
商
業
の
み
に
、

性
を
、
農
工
商
の
努
慟
一
般
に
於
て
見
出
す
。
即
ち
ス
ミ
ス
に
於
て
は
憤
値
は
、

第

二

攣

二
九

ス
＂ミ
ス
に
於
て
は
自
由
競
等
の
も

ス
ミ
ス

ケ
ネ
ー
や
重
商
主
義
者
の
如
く
、
手
に
獨

努
慟
量
さ
い
ふ
―
つ
の
一
般
的
抽
象
的
な
も
の
に
還
元
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
然

る
限
り
必
然
、
幾
業
は
勿
論
、
商
工
業
も
生
廂
的
な
も
の
さ
な
る
わ
け
で
、
彼
に
よ
れ
ば
商
品
の
自
然
債
格
n
大
吟
債
値
と

同
紘
義
に
用
う
）
は
苓
貨
利
潤
地
代
即
ち

<
x
m
よ
り
な
り
、
不
斐
姿
本
に
賞
る
も
の
は
線
て
＞
と

m
に
分
解
さ
れ
る
こ
ご

さ
な
す
が
、
こ
の
＞
と

m
の
中
に
は
箪
な
る
農
工
の
努
働
の
み
な
ら
す
、

流
通
過
程
の
努
働
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
完

全
な
自
由
競
手
の
も
と
で
け
債
格
は
自
然
債
格
に
落
着
く
さ
考
へ
る
。
私
の
解
籾
を
も
つ
て
せ
ば
ケ
ネ
ー
の
「
良
債
」
は

大
罷
ス
ミ
ス
の
自
然
債
格
に
相
裳
す
る
概
念
と
考
へ
る
が
、
こ
れ
は
暫
く
お
き
、
ス
ミ
ス
に
於
て
は
ケ
ネ
ー
の
所
謂
自
然
的

秩
序
ビ
い
ふ
如
き
形
而
上
的
考
へ
方
が
排
せ
ら
れ
ー
ー
、
「
見
え
ざ
ろ
手
」
を
こ
れ
に
相
賞
す
る
さ
も
考
へ
し
ろ
ー
ー
利
己

心
に
基
く
自
由
競
手
の
結
果
は
こ
の
自
然
債
格
に
可
及
的
に
近
附
く
こ
し
、
自
由
商
業
の
介
入
は
債
格
の
愛
動
を
少
く
し
、

穀
物
の
過
不
足
は
調
節
さ
れ
、
消
費
者
は
安
定
債
格
を
た
の
し
み
、
生
産
者
は
商
人
に
賣
り
付
け
て
直
ち
に
再
生
産
に
痛
手

す
る
こ
と
を
え
、
都
市
は
農
村
に
材
料
を
、
農
村
は
都
市
に
製
品
を
仰
ぎ
、
極
め
て
調
和
的
な
國
民
全
罰
の
利
盆
が
も
た

g
 

ら
さ
れ
る
己
考
ふ
。
ケ
ネ
ー
は
商
人
の
利
益
は
國
民
の
利
益
ビ
相
反
す
と
考
へ
た
が
、

か

4

る
商
業
學
説
に
封
し
て
は
そ
の
後
多
く
の
批
判
を
生
ん
だ
。

筆
七
儀
＝
＝
1

一七

重
農
主
義
が
農
業
の
み
に
見
出
し
た
生
産

）
 

9‘ 

．60)拙稿．商業按能序説の疲展
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彼
は
箪
に
「
失
は
す
」

先
つ
ス
ミ
ス
は
ケ
ネ
ー
に
於
け
る
商
人
工
匠
が
自
己
の
消
費
額
を
再
生
充
し
資
本
を
存
績
せ
し
む
る
も
尚
不
生
産
的
さ

な
す
を
難
じ
、
有
名
な
次
の
比
喩
を
以
て
批
評
す
る
。
即
ち
、
「
吾
ら
は
一
結
婚
を
目
し
て
、
仮
令
そ
れ
は
父
母
に
代
る
可

箪
に
従
前
さ
同
一
数
を
糧
績
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
い

さ
し
て
も
、
無
生
産
的
（
不
妍
性
）
又
は
不
生
産
的
と
は
呼
ば
な
い
で
あ
ら
う
」
さ
。
こ
の
意
味
か
ら
彼
は
ケ
ネ
ー
の
不

5
 

生
産
の
概
念
セ
難
じ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
ヂ
イ
ド
数
授
に
も
引
用
さ
れ
、
尤
な
批
判
さ
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
こ
の
批
判
は
夙

に
ケ
ネ
ー
の
豫
想
せ
る
所
で
ケ
ネ
ー
は
「
N
氏
H
氏
の
到
談
第
一
」
に
於
て
か
4
る
批
難
を
豫
想
し
て
答
翔
し
て
居
り
。

恋

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

も
う
け
な
い
こ
ご
は
失
ふ
こ
さ
で
は
な
い
か
？

表
現
が
同
意
語
で
あ
る
こ
ご
に
同
意
せ
ら
る
し
な
れ
ば
議
論
は
止
ま
る
。
何
故
な
ら
商
業
は
固
に
損
失
を
避
け
し
め
る
こ

「
得
な
い
」
こ
ど
を
以
て
生
産
的
ご
す
る
こ
さ
に
典
し
得
す
ご
し
て
居
る
。

H
氏
「
損
せ
な
い
こ
ご
は
も
う
け
る
の
で
は
な
い
か
？

と
に
よ
り
國
を
富
ま
し
、

そ
れ
に
よ
り
不
生
産
的
で
な
い
と
云
ひ
得
る
か
ら
」

N
氏
「
わ
が
友
よ
、
文
法
學
者
は
概
念
の
正
し
い
陳
述
は
殆
ん
ざ
同
意
語
を
許
さ
な
い
。

こ
れ
等
の

而
し
て
そ
れ
を
理
解
せ
し
め

る
た
め
に
、
彼
等
は
君
に
云
ふ
だ
ら
う
、
若
し
人
が
君
の
同
意
語
を
用
ふ
る
な
れ
ば
失
は
す
も
う
け
な
い
こ
さ
は
又
失
ひ
も

•
r

け
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
さ
を
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
。
若
し
賭
博
者
が
損
せ
す
も
う
け
す
に
賭
博
よ
り
身
を
引
け
ば

き
一
男
一
女
し
か
産
せ
す
、
人
類
の
数
を
少
し
も
増
加
す
る
事
な
く
、

と
で
考
へ
、

か
4
る
見
地
よ
り
煎
農
主
義
の
學
説
を
批
判
す
る
。

は
商
人
の
利
益
ご
國
民
の
利
益
と
相
反
せ
す
、
商
人
の
利
己
心
こ
そ
は
寧
ろ
飢
饉
災
危
を
避
く
る
唯
一
の
綬
和
痢
な
り
さ

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
胡

第

七

巻

ー
ニ
八

第

二

聾

―
二

0

51) Smith, Wealth of Nations. Vol II P. 173. 
52) Gide, Histoire, p. 29. • 
53) Du Commerce (Oeuvres, p. 451) 
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が
ス
ミ
ス
の
考
へ
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
、

か」
必
要
で
は
な
い
か
。

す
に
お
か
な
い
で
は
な
い
か
、

會
。
、
、

ふ
語
の
置
意
も
う
け
る
ご
い
ふ
語
の
償
意
に
従
ひ
、

第

二

競

後
者
は
不
生
宛
的
で
あ
る

尤
も
我

故
に
不
生
産
的
で
は
な
い
。
こ
れ

ス
ミ
ス
に
於
て

か
ヽ
る
誦
難
は
こ
の
語
の
濫
用
に
の
み
存
せ
な
い

無
脳
心
に
人
は
云
ふ
か
も
知
れ
な
い
、
彼
は
失
は
す
も
う
け
な
い
或
は
も
う
け
且
損
せ

b
さ゚

そ
れ
を
わ
か
ら
す
た
め
に
説
明
す
る
必
要
は
な
い
か
、

損
し
た
よ
り
多
く
も
う
け
た
か
ざ
う
か
を
知
ら
．

、、

そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
失
ふ
ご
い

必
然
的
に
こ
の
雨
語
は
同
意
語
に
あ
ら
ざ
る
こ
こ
を
認
め
る
こ
さ
は

君
の
用
語
に
従
へ
ば
盗
人
に
よ
り
盗
ま
れ
な
い
限
り
い
つ
も
人
は
も
う
け
る
さ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

け
は
非
常
に
数
多
く
な
り
得
る
。
然
し
彼
は
よ
り
豊
か
に
な
っ
た
か
。

我
等
は
ス
ミ
ス
の
軍
農
主
義
批
判
の
第
一
の
黙
は
こ
の
ケ
ネ
ー
の
仮
空
の
人
物

H
氏
へ
の
N
氏
の
言
葉
を
以
て
返
す
こ

ビ
が
出
来
る
と
思
ふ
。
ケ
ネ
ー

の
考
へ
で
は
か
う
で
あ
る
。
農
業
は
所
謂
「
純
牧
盆
」
を
生
む
、
荊
工
業
は
自
己
の
生
活

資
材
だ
け
し
か
附
加
せ
な
い
。
純
牧
益
を
生
む
農
業
は
生
産
的
で
あ
る
が
、

は
さ
う
で
は
な
い
。
後
の
場
合
も
少
く
も
自
己
の
生
活
査
料
だ
け
材
料
に
附
加
す
る
。

る
。
我
等
は
生
査
不
生
産
の
意
味
も
就
會
形
態
鯉
演
閥
係
よ
り
離
れ
て
考
へ
得
な
い
こ
さ
を
知
る
。

撓
構
を
前
提
<
ニ
す
る
限
h

ケ
ネ
ー
の
考
へ
の
方
に
よ

b
現
寅
へ
の
妥
営
的
概
念
を
見
出
す
の
で
は
な
か
ら
う
か
o

第

七

巻

國
内
荊
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

結
局
は
憤
値
を
生
産
す
る
努
働
が
生
産
的
で
あ
る
さ
い
ふ
表
現
に
蹄
す

＝
＝
二
九

然
る
限
り
資
本
主
義

： 

の
ビ
同
じ
意
味
だ
ら
う
か
？
も
う
け
た
よ
り
多
く
損
し
た
か
ど
う
か
、

叉
こ
の
控
の
も
う

．
 

こ
の
最
後
の
表
現
は
初
ぬ
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そ
の
完
成
の
瞬
間
に
於
て
大
抵
消
滅
す
る
努
務
に
存
し

「
＝
一
子
を
あ
げ
る
結
婚
は
只
二
子
を
生
む
に
止
ま
る
結
婚
よ
り
も
明
か
に
一
眉
生
産
的
で
あ
る
様
に
、

の
努
慟
は
商
人
工
匠
製
造
者
の
努
働
よ
り
も
一
片
生
産
的
で
あ
る
事
は
明
か
で
あ
る
。

越
は
、
共
他
の
階
級
を
無
生
産
的
又
は
不
生
産
的
さ
す
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
」
さ
。

接
近
を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
は
我
等
が
ケ
ネ
ー
に
加
へ
た
非
難
を
以
て
こ
れ
に
充
て
る
こ
さ
が
出
来
る
。

の
背
後
に
は
重
農
主
義
的
な
素
材
使
用
債
値
の
幻
影
が
残
っ
て
ゐ
る
。

る
。
「
エ
匠
製
造
者
及
商
人
を
家
内
の
僕
婢
さ
同
一
祝
す
る
は
、
此
理
由
を
以
て
、
全
然
不
裳
さ
思
は
れ
る
。

婢
の
努
働
は
彼
等
を
維
持
し
使
用
す
る
元
姿
の
存
在
を
機
績
さ
せ
ぬ
。
彼
等
の
生
活
維
持
及
び
使
用
は
全
然
彼
等
の
主
人

且
つ
彼
等
の
完
成
す
る
仕
康
は
此
費
用
を
償
還
す
る
性
質
を
有
た
ぬ
。
此
仕
専
は
正
に

彼
等
の
賃
銀
の
債
値
及
生
活
維
持
資
の
債
値
を
阿
牧
し
得
る
何

等
か
の
賣
り
得
可
き
商
品
に
そ
れ
自
身
を
同
着
又
は
寅
現
し
な
い
。
之
に
反
し
て
エ
匠
製
造
者
及
裔
人
の
努
働
は
帝
自
然
あ

・
る
左
様
な
賣
り
得
可
き
荊
品
に
同
惜
し
具
罰
化
し
寅
現
す
る
」
。
ス
ミ
ス
の
云
ふ
所
は
か
う
で
あ
る
。
エ
匠
商
人
の
努
働
は

の
費
用
負
按
に
於
て
行
は
れ
る
、

判
に
急
に
し
て
正
し
き
姿
へ
の
反
省
を
忘
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

家
内
の
僕

次
に
ス
ミ
ス
の
次
の
批
判
に
う
つ
る
c

彼
は
績
け

生
森
の
順
位

こ
れ
は
ス
ミ
ス
の
頂
農
主
義
へ
の

し
か
し
此
一
階
級
の
生
産
上
の
優

54) Smith, Wealth of Nations. Vol I. p. 3:2. 
55) Smith, Wealth of Nations, Vol IL p. 173. 
56) Smith, Wealth.of Nations, Vol II. p. 173. 

小
作
人
及
農
業
者

而
も
ス
ミ
ス
は
叉
一
面
で
は
こ
ん
な
事
も
云
つ
て
ゐ
る
。

停
七
巻
―
―
―
―
-i0

.

.

 o

o

 .

.

 

等
は
ス
ミ
ス
も
他
の
場
所
で
は
、
「
消
費
物
の
全
債
値
を
利
潤
を
添
へ
て
再
生
産
す
る
」
も
の
を
生
産
的
努
働
な
り
さ
規

定
し
、
「
債
値
セ
生
む
」
の
で
は
な
く
「
餘
利
債
値
セ
生
む
」
努
働
セ
以
て
生
産
な
り
さ
規
定
し
て
ゐ
る
を
知
る
。
こ
の

場
合
は
ス
ミ
ス
も
査
本
主
義
機
楊
の
正
し
き
姿
を
掴
ん
で
ゐ
る
ビ
も
云
へ
る
が
、

前
例
の
場
合
で
は
恐
ら
く
重
農
主
義
批

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
鰊
制

第

二

輩

―――
4
-

＾
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よ
れ
ば
、

値
は
、

國
内
崩
業
に
於
け
る
日
由
と
綻
制

第

七

怠

．
僕
婢
の
そ
れ
と
は
異
b‘

す
る
故
生
亜
的
で
あ
る
、
即
ち
糊
品
を
生
産
す
る
榮
働
が
生
産
的
で
あ
る
。

最
初
の
六
ヶ
月
間
に
於
て
、

共
債
値
十
謗
な
る
仕
事
を
仕
遂
げ
る
一
工
匠
は
同
時
間
内
に
そ
の
債
値
十
砂
あ
る
穀
物
及
そ

の
他
の
必
要
品
を
消
費
す
る
に
し
て
も
尚
且
つ
彼
は
そ
の
社
會
の
土
地
及
努
働
の
年
々
の
生
産
物
に
十
砂
の
債
値
を
附
加

か
の
エ
匠
の
努
働
の
結
果
、

に
執
着
し
た
事
を
知
る
。

J--<
に
錯
誤
さ
混
鋭
が
生
れ
る
。

「
何
等
か
の
費
り
得
可
ぎ
商
品
に
そ
れ
自
身
を
固
着
又
は
寅
現
」
．

叉
こ
ん
な
事
も
云
つ
て
ゐ
る
、

す
る
筈
で
あ
る
・
・
・
・
：
し
か
し
若
し
此
エ
匠
に
依
り
消
費
さ
れ
た
穀
物
及
共
他
の
必
要
品
の
十
謗
の
債
値
が
、

内
の
僕
婢
に
依
り
消
費
さ
れ
た
で
あ
ら
う
な
ら
ば
、
年
々
の
生
産
物
の
中
六
ヶ
月
の
終
に
於
て
存
在
し
た
そ
の
部
分
の
債

而

現
賓
に
あ
る
所
よ
り
も
十
謗
丈
け
少
か
っ
た
で
あ
ら
う
」
と
。

R

ミ
ス
も
永
績
的
な
瞬
間
に
消
え
去
ら
な
い
跡
を
残
す
榮
働
の
み
を
生
産
的
さ
云
ふ
。

軍
商
主
義
が
金
銀
さ
他
の
裔
口
血
こ
の
間
に
な
す
さ
同
一
の
諏
別
を
廂
品
ご
苓
務
さ
の
間
に
特
ち
込
ん
だ
に
過
ぎ

な
い
。
従
っ
て
結
局
は
重
商
主
義
さ
同
じ
こ
さ
を
云
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ケ
ネ
ー
も
永
絞
的
な
も
の
消
費
さ
れ
な
い
も

も

の
を
よ
り
生
産
的
さ
な
す
考
へ
の
支
持
し
得
ら
れ
な
い
こ
さ
を
H
氏
へ
の
阿
答
の
中
で
力
説
し
て
ゐ
る
。

想
に
於
て
は
素
材
使
用
債
値
よ
り
離
れ
得
ざ
る
部
面
の
あ
る
こ
ご
は
私
も
先
に
指
摘
し
て
お
い
た
。

誤
に
餡
い
る
。
重
商
主
義
重
農
主
義
ス
ミ
ス
を
通
じ
て
素
材
の
影
が
時
々
出
淡
す
る
。

僕
婢
の
努
働
は
そ
れ
だ
け
社
會
的
訣
損
を
示
す
が
エ
匠
高
人
は
然
ら
す
ビ
の
考
へ
に
つ
い
て
は
ケ
ネ
ー
は
前
者
で
も
若
し

ス
ミ
ス
の
か
し
る
考
へ
の
背
後
に
何
を
見
出
す
か
。

瞬
間
に
し
て
消
え
去
ら
す
、

旦

而
も
尚
根
本
恩

ス
ミ
ス
も
矢
張
同
じ

第

二

輩

ご

r=-
見
方
に

栽
部
は
軍
商
主
義
が
手
に
取
り
目
で
見
得
る
ピ
カ
／
＼
光
る
貨
幣

57) Smith, Wealth of Nations, Vol II. p. 174. 
58) Du Commerce (Oeuvres, p. 479) 

軍
人
又
は
家

「
牧
穫
後
の
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査
本
主
義
的
生
産
の
法
則
は
む
し
ろ
剰
餘
榮
働
、
即
ち

⑮
 

努
働
者
の
な
す
さ
こ
ろ
の
不
彿
努
働
の

一
部
が
安
本
に
轄
化
さ
れ
る
こ
ご
を
要
求
す
る
」
。
こ
し
に
努
働
時
間
の
永
長
等

が
問
題
と
な
る
。
か
し
る
意
味
か
ら
の
安
本
の
成
立
は
ス

ミ
ス
同
様
考
へ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

寧
ろ
ス
ミ
ス
同
様
生
産

費
の
引
下
は
越
過
部
分
を
大
に
す
る
9

こ
れ
は
次
年
度
へ
の
再
生
産
を
大
に
す
る
さ
の
考
へ
方
に
止
ま
る
。

・
ス
と
ケ
ネ
ー
は
結
局
同
じ
こ
さ
を
云
ふ
a
註）。

し
て
理
解
す
る
こ
>
こ
は
そ
れ
自
身
に
於
て
す
で
に
誤
謬
で
あ
る
。

こ
さ
さ
な
り
「
穀
物
論
」

的
に
分
て
ば
、
こ
の
黙
よ
り
見
れ
ば
彼
は
既
に
マ
ル
ク
ス
の
所
謂
相
到
的
餘
剰
債
値
に
相
嘗
す
る
も
の
を
把
握
し
て

ゐ
忙

様
で
あ
る
。
然
し
ス
ミ
ス

の
前
例
へ

の
批
判
ご
し
て
マ
ル
ク
ス
が
述
ぺ
て
ゐ
る
[

J

さ
く
、

「
小
作
人
論
」
で
こ
は
ケ
ネ
ー
の
力
説
せ
る
所
で
あ
る
。

生
産
者
が
そ
れ
に
嘗
つ
た
ら
そ
れ
だ
け
生
産
は
阻
害
さ
れ
る
こ
さ
さ
な
る
こ
さ
を
指
摘
し
間
接
的
に
生
産
を
助
け
る
こ
こ

を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
回
答
は
矢
張
ス
ミ
ス
ヘ
も
嘗
は
ま
る
。

者
が
節
倹
な
く
し
て
買
の
所
得
彼
等
が
社
會
の
土
地
及
努
働
の
年
生
産
物
を
培
殖
す
る
を
得
ざ
る
は
猶
ほ
工
匠
製
造
者
及

的

商
人
の
場
合
に
於
け
る
が
如
く
で
あ
る
」
ビ
。
ケ
ネ
ー
の
云
ふ
所
は
か
う
で
あ
る
。

け
る
分
前
の
中
よ
り
節
約
す
る
。
農
夫
は
練
額
そ
の
も
の
を
増
し
得
る
。
そ
の
消
費
は
一
而
再
牛
南
ャ
援
け
る
。

の
場
合
も
生
産
費
セ
引
下
げ
ば
餘
剰
さ
な
る
部
分
を
ま
し
得
る
。
同
じ
く
節
約
を
必
要
と
前
提
す
る
も
、

こ
の
両
者
の
本

餘
剰
憤
値
の
生
産
を
絶
封
的
さ
相
封

「
全
利
潤
セ
姿
本
家
の
牧
入
さ

こ
の
黙
ス
ミ

質
的
鹿
別
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ス
ミ
Al

も
云
ふ
如
く
、
生
産
費
の
引
下
は
一
面
技
術
の
進
歩
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る

勿
綸
こ

工
匠
商
人
は
富
の
継
額
を
増
さ
す
受

ス
ミ
ス
は
又
か
う
云
つ
て
ゐ
る
。
「
小
作
人
及
農
業
努
働

59) Smith, Wealth of Nations Vol II. p. 174. 
60) マルク ス 、剰餘債値昂設史（マルクス全集第八巻、 ~8頁）
61) Sur les Tra、,auxles Artisans (Oeuvres, p. 551) 

國
内
商
業
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け
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自
由
と
統
制
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國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

而
も
彼
は
ケ
ネ
ー
の
天
才
的
功
績
を
決
し
て
見
逃
し
は
せ
な
い
。

第

七

巻

第

二

琥

ー
ニ
五．
 

債
値
通
り
に
て
消
費
者
の
手
に
渡
る

Jゞ

認
む
。
こ
4

に
マ
ル
ク
ス
こ
ケ
ネ
ー
の
見
解
の
相
違
が
生
れ

マ
ル
ク
ス
に
於
て
把
握
さ
れ
た
工
業
努
働
の
生
産
性
は
未

の
批
判
ビ
そ
の
吟
味
に
移
り
た
い
。

2

註
）
尤
も
ケ
ネ
ー
は
＊
の
様
な
こ
と
も
云
つ
て
居
り
、
消
費
を
再
生
産
に
貢
献
す
る
も
の
と
せ
ざ
る
も
の
と
に
分
つ
て
ゐ
る
こ
と
も

我
等
は
知
る
。
「
政
府
は
節
約
す
る
こ
と
よ
り
は
寧
ろ
國
家
の
繁
榮
の
侶
に
必
要
な
る
方
策
を
考
慮
す
べ
き
こ
と

。
何
と
な
れ
ば

非
常
に
大
な
る
支
出
も
、
富
の
噌
加
に
よ
っ
て
過
度
た
ら
ざ
る
に
至
り
得
る
か
ら
（
原
則
二
十
七
）
。

以
上
大
開
ス
ミ
ス
の
重
農
主
義
批
判
を
述
ぺ
、
こ
れ
に
到
す
る
若
干
の
私
見
を
の
べ
て
お
い
た
。

マ
ル
ク
ス
の
批
判

マ
ル
ク
ス
が
債
値
餘
剰
債
値
は
生
産
過
程
に
よ
り
創
造
さ
れ
、
流
通
過
程
に
於
て
宵
現
さ
れ
る
さ

考
へ
る
の
は
ケ
ネ
ー
の
見
解
に
近
い
。
ケ
ネ
ー
に
於
け
る
「
債
値
分
析
の
不
十
分
」
は
マ
ル
ク
ス
の
如
く
債
値
の
賓
開
を

社
會
的
抽
象
的
努
働
に
求
め
る
ま
で
に
は
進
展
し
得
す
、
従
っ
て
使
用
債
値
さ
交
換
債
値
を
混
同
し
、

れ
得
す
．
従
っ
て
消
費
し
た
使
用
債
値
ご
生
産
し
た
そ
れ
さ
の
茂
餘
の
最
も
目
に
つ
き
易
い
農
業
に

の
み
獨
り
生
廂
性
を

だ
ケ
ネ
ー
に
於
て
は
意
識
的
に
は
主
張
さ
れ
な
か
っ
た
所
で
あ
る
が
、
而
も
マ
ル
ク
ス
も
大
開
ケ
ネ
ー
の
如
く
生
南
物
は
．

「
良
債
」
或
は
債
値
以
下
で
商
人
の
手
に
一
旦
り
、
自
由
競
争
の
も
ご
に
於
て
は
、

： 
未
だ
素
材
よ
り
離

マ
ル
ク
ス
は
か
4

る
見
地
よ
り
ケ
ネ
ー
ヘ
批
判
の
矢
を
向
け
る
の
で
あ
る
が
、

考
へ
、
商
業
は
不
生
産
的
で
あ
り
社
會
の
費
用
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
が
、
而
も
資
本
主
義
的
再
生
産
過
程
に
於
て
は
必
然

g
 

的
な
も
の
で
あ
る
さ
考
へ
た
様
で
あ
る
。

次
に
私
は
マ
ル
ク
ス

62)拙稿．商業機能學説の褻展
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ケ
ネ
ー
の
純
牧
盆
論
に
よ
っ
て
も
知
る
如
＜
｀
彼
等
の
除
剌
債
伯
は
飽
迄
も
生
陀
物
で
あ
b
素
材
で
あ
り
、

過
程
に
入
る
さ
直
ち
に
貨
幣
債
値
が
導
苔
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
批
判
も
こ
の
黙
を
突
い
て
ゐ
る
。
即
ち

マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
彼
等
の
餘
剰
債
値
は
餘
剰
努
働
で
は
な
く
、

使
用
債
値
で
あ
り
素
材
で
あ
り
、
即
ち
消
費
以
上
に
出

る
生
産
物
の
餘
剰
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
自
然
の
賜
さ
し
て
理
解
さ
れ
、
祉
會
的
努
働
の
形
態
と
し
て
把
握
さ
れ
て
ゐ
、
す
、

然
る
限
り
、

農
業
努
慟
の
み
が
餘
剰
債
値
の
創
造
者
さ
し
て
理
解
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
―
つ
の
必
然
的
結
論
で
あ

れ
た
か
。
こ
の
貼
に
は
尚
種
々
の
問
題
が
あ
る
ご
し
て

こ
れ
が
流
通

彼
等
の
餘
剰
債
値
の
把
握
を
取
上
げ
て
問
題
と
す
る
。
我
等
が

し
て
把
握
さ
れ
て
ゐ
る
黙
を
た
4

ふ。

さ
て
こ
の
二
つ
の
黙
に
於
け
る
覚
農
主
義
の
功
絞
は
淡
し
得
な
い
が
、

然
ら
は
こ
れ
は
如
何
な
る
基
礎
に
立
ち
て
行
は

に
於
て
は
、
資
本
の
流
通
過
程
と
再
生
過
程
の
聯
脳
を
明
か
に
し
、

J

ゞ
）
に
流
通
過
程
が
生
産
過
程
に
於
け
る
一
形
態
さ

と
し
て
把
握
さ
れ
、
人
間
の
意
思
政
治
等
々
か
ら
獨
立
的
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
さ
は
―
つ
の
功
績
で
あ
る
が
、

・・、

．．．．． 

―
つ
の
永
久
的
自
然
的
形
態
に
於
て
理
解
さ
れ
て
ゐ
る
貼
に
問
題
が
あ
る
こ
さ
を
指
摘
し
、

、
、
。
、
富
ヽ
｀

姿
本
の
流
通
過
程
の
分
析

こ
れ
が

こ
の
貼
に
於
て
も
然
し
彼
は
、

は
本
質
的
に
重
農
主
義
者
の
な
し
た
る
さ
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
功
績
こ
そ
彼
等
を
し
て
近
代
経
漬
學
の
本
来
の
父
た
ら
し

‘,’ 3
 

€ 

む
る
も
の
で
あ
る
」
さ
之
が
功
絞
を
指
摘
し
、
進
ん
で
彼
等
の
資
本
分
析
の
吟
味
に
移
る
。

、
、
、
、

彼
は
先
づ
重
農
主
義
に
於
て
は
資
本
の
努
働
過
程
に
於
て
は
、
生
産
の
表
本
主
義
的
形
態
が
、

、
、
、
畜
•

祉
會
の
生
理
的
形
態

先
づ
資
本
の
分
析
を
問
題
ビ
す
る
。

「
プ
ル
ヂ
ョ
ア
的
水
準
内
に
於
て
は
査
本
の
分
析

國
内
商
業
に
於
け
る
良
由
と
鑢
劃

第

七

巻

i-
＝
四

第
1

一
鰊

．`
 
―-L
六

63)マルクス。前掲 57頁
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る
9

諷
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

陪
級
が
組
て
賃
努
働
者
ビ
し
て
扱
は
れ
て
ゐ
る
こ
さ
、

第

七

巻

第

二

蒙

―
二
七

．
ゞ

こ
れ
が
マ
ル
ク
ス
の
批
判
の
重
獣
で
あ

自
己
の

十
分
認
め
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

64) Quesnay, Tableau f.conmique (Oeuvres, p. 316) 

ヂ
ョ
ア
的
に
解
繹
し
て
行
か
う
ご
し
て

J

の
封
建
的
社
曾
を
た
ゞ
よ
り
多
く
プ
ル

更
に
が
＼
る
矛
盾
の
よ
っ

的
一
般
的
形
態
に
還
元
し
得
た
な
れ
ば
、

必
然
、

若
し
債
値
を
努
働
董
或
は
努
働
時
間
さ
云
ふ
が
如
き
社
會

彼
等
の
如
き
使
用
償
値
の
増
殖
を
交
換
債
値
の
そ
れ
さ
混
同
し
た

b‘

生
産
的
な
も
の
は
獨
り
農
業
の
ー
み
さ
な
す
如
き
誤
に
は
陥
い
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
さ
す
る
。

て
来
る
背
最
さ
し
て
は
資
本
制
生
産
が
封
建
社
會
よ
り
抜
け
出
た
ば
か
り
で
、

自
ら
の
固
有
の
姿
を
未
だ
な
ほ
痰
見
し
て
ゐ
な
か
っ
た
安
本
主
義
的
生
在
の
矛

盾
を
あ
ぐ
。
然
し
マ
ル
ク
ス
も
重
商
主
義
者
が
餘
剰
債
値
の
成
立
セ
流
通
過
程
よ

b
生
産
過
程
に
移
し
て
考
へ
た
功
紋
は

次
に
ケ
ネ
ー
の
経
消
表
に
酎
す
る
彼
の
批
判
を
吟
味
す
る
に
、
こ
の
経
消
表
が
極
め
て
簡
輩
な
る
岡
表
の
中
に
社
會
穂

資
本
の
再
生
産
過
程
を
嘗
さ
出
し
た
も
の
で
、
プ
ル
ヂ
ョ
ア
階
級
の
も
っ
た
最
初
の
経
消
學
で

あ
る
こ
こ

は
周
知
の
如
く

c
 

で
あ
る
3

然
し
こ
れ
も
よ
く
み
つ
め
れ
ば
種
々
の
問
題
が
あ
る
。
今
「
経
清
表
略
表
」
に

つ
い
て
見
る
に
、
第
一
不
生
森

第
二
に
生
森
階
級
で
は
原
前
彿
は
年
前
彿
の
五
倍
さ
な
っ
て
ゐ
る

が
、
不
生
産
階
級
で
は
原
前
彿
が
省
か
れ
て
ゐ
る
、
第
三
に
再
生
産
は
五
十
億
で
は
な
く
、

生
産
階
級
五
十
億
不
生
廂
階

級
二
十
億
で
あ
る
、
第
四
に
不
生
産
階
級
が
自
己
の
生
産
物
二
．
十
億
を
生
産
階
級
姫
に
地
主
階
級
に
賣
つ
た
後
、

消
費
す
ぺ
き
自
己
の
製
品
も
残
ら
す
利
潤
も
残
ら
な
い
が
こ
れ
は
誤
で
あ
る
。

-＝＝＝一五

b
、
こ
れ
も
要
は
債
値
分
析
の
不
十
分
よ
り
来
る
所
に
し
て
、
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し
ケ
ネ
ー
が
財
を
分
つ
て
使
用
債
値
さ
寧
只
上
債
値
ご
に
な
し

ケ
ネ
ー
の
債
値
論
の
混
乱
を
攻
撃
せ

髯

埋
載
さ
れ
た
為
で
も
あ

こ
の
南
者
の
相
互
闘
係
に
つ
い
て
極
め
て
注
目
す
べ
き
論

工
作
さ
さ
へ
思
は
れ
る
。

が
汲
み
取
り
得
ら
る
＼
所
で
あ
っ
て

ケ
ネ
ー
の
言
葉
の
中
に
展
々
こ
の
意
味
の
こ
ご

牧
益
な
る
も
の
が
作
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

不
生
産
階
級
に
於
け
る
原
前
彿
の
前
提
の
不
備
の
問
題
は
別
さ
し
て
、
牧

J
L
に
不
生
産
階
級
の

而
し
て
不
生
産
階
級
は

認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
を
は
の
め
か
し
て
ゐ
る
。

問
題
ば
最
後
の
貼
に
あ
る
。

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制
マ
ル
ク
ス
は
ポ
ド
ウ
の
工
業
者
は
債
値
以
上
で
そ
の
商
品
を
資
る
こ
さ
に
よ
る
説
明
を
援
．

用
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
れ
は
重
商
主
義
の
資
渡
し
利
澗
説
に
陥
る
わ
け
で
若
し
然
ら
す
ん
ば
工
業
に
於
け
る
生
産
性
を

然
し
こ
の
黙
は
私
の
ケ
ネ
ー
理
解
に
し
て
誤
な
か
り
せ
ば
ケ
ネ
ー
の
主

張
で
も
十
分
説
明
出
来
る
所
と
思
ふ
。
ケ
ネ
ー
の
云
ふ
所
は
か
う
で
あ
る
。
不
生
産
階
級
は
、
生
産
階
級
よ
り
材
料
に
附
加

す
ぺ
き
自
己
の
生
活
衰
料
に
等
し
い
も
の
を
受
け
と
る
。
こ
れ
が
「
略
表
」
の
十
億
で
あ
る
。

材
料
十
億
に
於
け
る
節
約
は
さ
て
お
き
、
こ
の
生
活
資
料
十
億
に
は
十
分
節
約
が
可
能
で
あ
る
。

盆
の
貼
は
少
く
も
ケ
ネ
ー
自
身
か
う
考
へ
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

然
る
限
り
ケ
ネ
ー
の
経
消
表
自
開
は
商
工
業
を
不
生
産
さ
し
て
一
應
説
明
が
つ
く

さ
思
ふ
。
ケ
ネ
ー
が
不
生
産
階
級
は
節
約
に
よ
っ
て
の
み
牧
盆
を
増
し
得
る
さ
力
設
せ
る
は
こ
の
談
解
を
除
く
為
の
豫
備

尚
マ
ル
ク
ス
も
云
ふ
如
く
、
ケ
ネ
ー
が
使
用
債
値
素
材
概
念
を
離
れ
得
ざ
り
し
こ
ご
は
一
應
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
然

述
を
な
し
て
ゐ
る
こ
ご
は
、
彼
の
隠
れ
た
る
一
功
絞
さ
し
て
附
加
出
来
る
ご
思
ふ
。

る
も
の
は
こ
の
駄
を
忘
れ
勝
で
あ
り
、
こ
れ
は
彼
の
名
論
文

"Honunes'、
が
餘
り
讀
ま
れ
す
、

第

七

巻

至
六

第

二

琥

―
二
八

＊この原稿は Quesnayが1757年 Encydopedieに掲載のため執筆し、後巴里(1..)
國立岡書館に保存されてゐた，1886年 StinneBauerによりケネー全集出版後
疲見され、前述の雑誌の1908年創列競に掲げられ多くの人々に讀まれ得るに至
つた。

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

第

七

巻

=-―――七
ゥ

第

一1

練

―
二
九

景
と
せ
る
は
周
知
の
所
で
あ
る
。
こ
4
で
は
努
資
の
分
裂
も
未
だ
人
々
の
注
意
を
引
い
て
は
ゐ
な
か
っ
た
が
、
既
に
そ
の
原

理
を
獲
得
せ
る
資
本
主
義
に
は
将
来
の
輝
け
る
未
来
が
約
せ
ら
れ
て
居
た
。

析
に
出
登
す
る
。
背
最
は
研
究
態
度
セ
支
配
す
る
。
資
本
主
義
の
特
来
に
闘
し
て
何
等
か
の
不
安
に
お
び
や
か
さ
れ
た
後

の
學
者
さ
は
異

b
、
青
春
期
を
研
究
の
封
象
さ
せ
る
彼
は
、
主
観
的
に
は
、
何
の
怖
る
所
も
な
く
、
こ
れ
が
解
剖
分
析
を
企
て

今
や
ケ
ネ
ー
の
學
説
は
か
4

る
時
代
の
分

産
の
内
容
が
愈
々
充
寅
褻
展
し
て
行
か
う
さ
す
る
時
代
、
云
は
ば
資
本
‘
主
義
の
黎
明
期
宵
春
期
ご
も
云
ふ
ぺ
き
時
代
を
背

て
み
た
い
と
思
ふ
。

若
干
の
私
見
を
展
開
し
て
お
い
た
。
次
に
以
上
の
考
察
を
基
礎
こ
し
て
、

ケ
ネ
ー
の
商
業
學
設
の
地
位
に
つ
い
て
一
考
し

し
た
い
。

ら
う
が
、
本
論
文
に
於
い
て
は
使
用
債
値
さ
交
換
債
値
の
例
證
に
、

特
に
ス
ミ
ス
さ
マ
ル
ク
ス
の
批
判
を
皐
げ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
水
を
學
げ
る
ス
ミ
ス
の
そ
れ
さ
表
現
ま
で
も
相
近
き
も
の
あ

b‘

以
降
の
そ
れ
を
殆
ん
ざ
完
全
な
形
で
現
は
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
さ
も
思
は
れ
、

以
上
私
は
ケ
ネ
ー
の
商
業
理
論
を
考
察
し
、
こ
れ
に
封
す
る
一
―
―
―
一
の
學
者
。

三
、
ケ
ネ
ー
の
商
業
理
論
の
地
位

か
・
る
債
値
概
念
の
定
立
は
ス
ミ
ス

こ
の
黙
又
ケ
ネ
ー
の
功
綾
さ
し
て
附
加

ケ
ネ
ー
の
學
設
が
封
建
社
會
よ
り
抜
け
出
し
た
ば
か
り
の
、
而
し
て
、
重
商
主
義
が
戦
ひ
取
っ
た
と
こ
ろ
の
資
本
主
義
生

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
さ
食
糧
品
を
以
つ
て
す
る
が
如
き
、
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第
二
に
彼
の
餘
剰
償
値
論
商
業
利
潤
論
も
注
目
に
値
す
る
。

い
た
こ
と
は
ぞ
｀
ヽ
ズ
そ
の
他
正
統
學
派
の
債
値
論
の
先
謳
を
な
す
。

こ
の
黙
で
は
マ
ル
ク
ス
の
生
査
債
格
論
に
近
い
も
の

こ
れ

ス
ミ

ス
は
自
然
債
格
は
努
賃

こ
れ
を
生
産
費
に
一
定

特
に
ス
ミ
ス
の
自
然
債
格
マ
ル
ク
ス
の
生
産
債
格
に

云
0

た
事
は
云
ぶ
迄
も
な
い
。
彼
は
資
本
主
羮
生
産
セ
―
つ
の
絶
封
的
自
然
的
な
も
の
さ
信
じ
た
こ
さ
は
上
述
の
如
く
で
あ
る

が
、
こ
の
信
念
は
、
仮
令
一
定
の
限
界
あ
り
さ
は
い
へ
、

は
後
の
學
説
を
支
配
す
る
極
め
て
重
要
な
も
の
が
決
し
て
少
く
な
い
。
今
そ
の
二
、
三
セ
拾
ひ
あ
げ
て
桧
討
し
よ
う
。

第
一
に
彼
の
債
値
理
論
に
於
け
る
功
緒
も
ー
|
従
来
多
く
は
忘
れ
ら
れ
膀
で
あ
っ
た
が
ー
~
見
逃
し
得
な
い
。

如
く
財
を
使
用
債
値
さ
賣
上
債
値
を
有
す
る
も
の
ビ
、
使
用
憤
値
の
み
を
有
す
る
も
の
に
分
ち
、

相
賞
す
ぺ
き
「
良
債
」
の
朕
態
を
考
へ
競
争
の
完
全
な
る
場
合
は
債
格
は
こ
4

に
落
着
く
ぺ
く
、

の
利
潤
セ
含
む
も
の
な
り
ご
考
へ
し
は
ス
ミ
ス
の
自
然
債
格
論
さ
極
め
て
似
通
つ
て
ゐ
る
。

が
ケ
ネ
ー
に
於
て
は
＞
と

m
の
外
に
C

に
相
賞
す
る
も
の
を
認
む
。

そ
の
相
互
の
聯
闊
を
誅

利
澗
地
代
の
和
よ
り
な
る
さ
考
へ
た
が
、
ケ
ネ
ー
は
然
ら
す
、
債
格
は
賣
買
に
先
立
ち
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、

が
費
用
さ
餘
剰
に
分
れ
、
費
用
が
小
な
れ
ば
餘
剰
は
大
さ
な
る
ご
な
す
の
は、

ス
ミ
ス
を
修
正
せ
る
リ
カ
ー
ド

の
債
格
論

に
近
く
さ
へ
あ
る
。
こ
の
自
然
債
格
は
榮
賃
(

V

)

ご
利
潤
地
代
(

m

)

よ
り
な
る
さ
す
る
の
が
ス
ミ
ス
の
見
解
で
あ
る

も
見
出
し
得
る
。
而
し
て
自
由
商
業
こ
7

て
は
こ
の
「
良
債
」
を
齋
す
も
の
ビ
考
へ
る
。

彼
が
餘
剰
債
値
の
成
立
を
生
産
過
程
に
見
出
し
、
流
通
過

上
述
の

げ
る
こ
と
を
得
し
め
た
も
の
さ
も
云
へ
る
の
で
あ
る
。

彼
の
見
出
し
た
館
理
ー
ー
＇
天
才
的
努
作
ご
云
は
る

4
も
の
さ
中
に

安
本
主
義
機
構
の
よ
り
勇
敢
な
る
よ

b
科
學
的
な
る
分
析
を
遂

圃
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
続
鯛

第

七

巻

亘
八
＇

第

二

撃
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か
る
の
み
で
、

は
一
定
せ
る
も
の
ご
の
考
へ
は
マ
ル
ク
ス
の
考
へ
の
崩
芽
を
含
む
。

を
述
ぺ
て
ケ
ネ
ー
學
説
の
地
位
を
明
か
に
せ
ん
。

す
ぺ
て
生
産
的
の
も
の
さ
考
へ
る
。

圃
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

1

第

七

巻

=ll !li
九

第

1

一
饒

「
買
質
の
債
値
」
さ
「
譲
渡
利
潤
」
に
分
ち
後
者
を
市
場
債

格
雙
動
よ
り
得
ら
る
4
そ
れ
さ
考
へ
る
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
等
に
於
て
は
、
交
換
の
積
極
的
生
廂
説
は
排
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

慣
格
11
費
用
（
債
値
）
＋
賣
渡
利
潤
は
童
商
主
義
時
代
の
根
本
テ
ー
ゼ
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
②

璽
農
主
義
に
於
て
は
商

．．．．．．．．．． 

、冒

．．
 

業
利
潤
は
農
業
者
の
生
産
せ
る
餘
剰
の
一
分
裂
形
態
に
す
ぎ
す
さ
さ
れ
る
こ
さ
は
上
述
の
如
く
、
債
格
11
債
値
11
費
用
＋

農
（
純
生
産
物
）
＾
．
“
〗
翌
紐
年
な
る
形
で
表
は
さ
れ
得
る
。
③
正
統
學
派
に
於
て
は
、
た
ご
へ
ば
ス
ミ
ス
等
の
如

き
で
は
、
生
産
過
程
流
通
過
程
の
一
切
の
榮
賃
利
潤
は
債
格
債
値
の
構
成
に
参
加
す
る
さ
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、

尤
も
こ
の
考
へ
方
も
、

11
債
値
り
努
賃
＋
利
潤
＋
池
代
で
あ
る
。
尤
が
こ
の
債
格
が
榮
賃
利
潤
地
代
の
和
な
り
さ
の
考
へ
は
、
後
リ
カ
ー
ド
に
よ
り

然
し
生
産
過
程
の
み
な
ら
す
流
通
過
程
の

債
格
は
努
賃
利
潤
地
代
に
分
裂
さ
る
さ
修
正
さ
れ
し
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

努
働
の
生
産
性
は
こ
の
學
祇
の
特
微
さ
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
④
妓
用
學
派
に
於
て
は
等
債
さ
等
債
の
交
換
は
問

題
と
な
り
得
な
い
。
而
し
て
商
人
の
賣
買
に
は
生
産
者
消
費
者
の
放
用
が
反
映
す
る
も
の
さ
考
へ
砿
例
へ
は
ベ
エ
ム
＞
、
そ
ー

1

1

＝
l
 

l
 

自
然
債
格

①
重
商
主
義
に
於
て
は
、

。
、
、
、

こ
れ
が
成
立
を
流
通
過
程
に
求
め
交
換
は

今
商
業
利
潤
に
封
す
る
學
説
史
上
の
煎
な
る
見
解

商
人
は
債
値
以
下
に
買
ひ
債
値
通
り
即
ち
良
債
で
衷
る
。

商
業
の
介
入
に
拘
ら
す
祉
會
的
に
は
練
債
値

る
。
商
業
利
潤
論
に
於
て
も
、

商
業
は
自
ら
生
南
す
る
も
の
に
あ
ら
す
、
生
産
階
級
の
生
産
せ
る
も
の
L
分
前
に
あ
づ

程
は
こ
れ
を
寅
現
す
る
も
の
と
考
へ
し
は
マ
ル
ク
ス
の
そ
れ
に
極
め
て
類
似
せ
る
こ
さ
は
私
の
先
に
指
摘
せ
る
所
で
あ

ば）拙稿 債格搭成に於ける商業の作用 C鯉浣論叢~第四十二巻第四戟）
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さ
い
ふ
非
難
は
あ
り
さ
は
い
ヘ

兎
に
角
、

褻
獣
」
さ
し
て
注
目
す
ぺ
き
で
あ
る
。

然
的
形
態
さ
し
て
把
握
さ
れ
て
居
り
、

國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
鵠

債
値
1
1
生
産
債
値
1
1
仕
入
債
格
＋
商
業
利
潤
。

三
四
〇

の
一
般
的
形
態
の
も
の
に
於
て
は
餘
測
は
節
費
的
地
位
に
よ
b
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
て
債
格
11
浪
界
生
産
費
11
個
別
的

生
産
費
＋
餘
剰
、
こ
の
限
界
生
産
費
の
中
に
商
業
経
費
も
含
む
は
必
然
で
あ
り
、
商
人
は
か
く
て
成
立
し
た
餘
剰
の
分
前
に

あ
づ
か
る
こ
ご

4
な
る
。
⑤
マ
ル
ク
ス
に
於
て
は
ケ
ネ
ー
同
様
流
道
過
程
の
生
産
性
は
否
定
さ
れ
る
。
但
し
工
業
努
働
も

生
産
的
の
も
の
ご
考
へ
る
は
雨
者
異
り
、
商
人
は
農
工
努
働
の
生
産
せ
る
分
け
前
に
あ
づ
か
る
も
の
で
あ
っ
て
、

即
ち
今
債
値
ビ
生
産
債
格
の
一
致
せ
る
場
合
を
考
ふ
れ
ば

ケ
ネ
ー
の
商
業
利
潤
の
把
握
が
こ
れ
さ
酷
似
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
こ
は
先

に
も
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
ケ
ネ
ー
に
於
て
は
多
く
の
場
合
債
値
は
使
用
債
値
の
意
味
に
用
ゐ
ら
れ
餘
利
債
値
が
餘
剰

努
働
で
な
く
餘
剰
生
産
物
ご
し
て
把
握
さ
れ
、
従
っ
て
餘
剌
の
最
も
目
に
つ
き
易
い
農
業
セ
以
て
獨
り
生
産
的
さ
見
る
の

2

尚
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿

「債
格
棺
成
に
於
け
る
面
業
の
作
用

（
こ
絆
浮
論
叢
第
四
十

二
巻
第
四
披
参
照
い
）

第一
1

一
に
ケ
ネ
ー
の
経
溝
表
が
社
會
綿
資
本
の
再
生
産
過
程
を
簡
箪
な
る
閾
表
に
表
現
せ
る
は
「
安
本
主
義
経
溝
學
の
出

こ
4
に
於
て
は
資
本
制
生
庄
形
態
が
人
間
の
意
思
よ
り
獨
立
に
―
つ
の
自
然
的
必

た
さ
へ
生
産
の
査
本
主
義
的
形
態
セ
―
つ
の
永
久
的
自
然
的
形
態
さ
な
し
て
ゐ
る

安
本
の
生
産
行
程
の
全
脩
を
再
生
産
行
程
ご
し
て
流
道
過
程
を
こ
れ
が
一
形
・

態
に
過
ぎ
ざ
る
こ
さ
を
示
さ
ん
ビ
せ
る
一
の
試
と
し
て
員
に
注
目
す
ぺ
き
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

偏
面
観
に
陥
り
し
は
私
の
先
に
指
摘
し
た
所
で
あ
る
。

債
値
以
下
に
買
入
れ
債
値
通
り
に
消
費
者
に
渡
す
さ
考
へ
る
。

第

七

巻

こ
の
表
に
直
接
目
を

第

二

鰊

商
人
は

三
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國
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

C
+
m
よ
り
な
ス

第

七

巻

面

通
す
さ
き
、
先
づ
目
に
つ
く
は
、
社
會
資
本
が

C
+
<
+
m
の
形
に
埠
成
さ
れ
て
居
る
こ
・
こ
で
、

第

二

蒙

）
す
る
考
へ
に
封
比
す
る
こ
さ
が
で
き

1

現
在
で
も
ス
ミ
ス
派
の
考
へ
は
一
部
に
行
は
れ
て
ゐ
る
」

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
次
に
考
ふ
ぺ
き
は
社
會
的
生
産
物
の
「
分
配
」
が
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
こ
さ
で
、
分
配
論
に
於
て
は

ス
ミ
ス
も
ケ
ネ
ー
も
一
歩
も
出
で
す
さ
云
は
れ
て
居
る
所
以
も
こ
の
表
を
一
瞥
す
る
も
の
に
は
了
解
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

こ
の
黙
で
も
首
肯
さ
れ
る
節
々
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

兎
に
角
ケ
ネ
ー
の
學
説
は
一
而
ス
ミ
ス
に
登
展
す
ぺ
ぎ
も
の
を
含
む
さ
共
に
他
面
マ
ル
ク
ス
に
極
め
て
近
き
も
の
も
多

々
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

[
J
A

に
又
彼
の
「
近
代
経
齊
學
の
父
」
さ
し
て
の
意
義
も
あ
る
所
さ
思
ふ
。

ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
。

「
マ
ル
ク
ス
の
餘
剰
債
値
學
設
は
、
ケ
ネ
ー
の
此
の
疲
見
（
純
生
産
物
）
を
巧
に
運
用
し
た
の
に
外
な
ら
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
其
の
創

始
の
功
は
一
に
一
に
全
く
之
れ
を
ケ
ー
ネ
ー
に
の
み
鯰
せ
し
み
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
リ
カ
ル
ド
の
努
働
債
値
論
及
び
地
代
論
の

二
學
説
も
亦
、
ケ
ネ
ー
の
此
の
疲
見
の
延
長
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
リ
カ
ル
ド
と
其
の
説
に
甚
い
て
餘
痢
債
値
論
を
唱

へ
た
ウ
ヰ
リ
ア
ム
・
ク
チ
ス
ン
又
其
後
を
承
け
て
マ
ル
ク
ス
の
一
派
の
説
を
除
く
は
ケ
ネ
ー
の
後
見
し
た
流
通
社
會
の
根
本
動
力
と
し
て

の
餘
剰
な
る
も
の
は
、
今
日
ま
で
の
鯉
涜
學
に
於
い
て
十
分
に
疲
揮
せ
ら
れ
て
居
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
最
近
に
至
っ
て
籾
乙
の
ロ
パ

稲
琥
に
も
多
く
の
う
な
づ
け
る
所
が
あ
る
の
で
あ
る
。

故
輻
田
博
士
に
ケ
ネ
ー
の
學
史
上
の
地
位
を
聞
け
ば
次
の
如
く
述

ス
ミ
ス
の
偉
大
さ
を
見
の
が
す
も
の
で
は
な
い
が
、
ケ
ネ
ー
を
「
近
代
経
涜
學
の
父
」
こ
呼
ぶ
所
の
マ
ル
ク
ス
の
典
へ
た

ケ
ネ
ー
の
経
消
表
さ
唯
物
史
観
の
闊
係
を
説
く
人
も
あ
る
が

我
等
は
勿
論

こ
れ
は
ス
ミ
ス
の
こ
れ
が

66)櫛田民蔽。ケネーの網涜表と唯物史観c櫛田全集、 119頁）
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ま
す
所
以
で
も
國
を
愛
す
る
所
以
で
も
な
い
さ
考
へ
た
か
ら
で
、

鼠
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
割

勝
で
あ
る
。

重
商
主
義
の
如
く
、
金
銀
の
み
に
執
着
し
農
を
捨
て
商
に
走
る
こ
さ
が
、

に
も
國
家
が
初
か
ら
指
闘
し
得
な
い
や
う
に
社
會
か
ら
撃
退
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

一
旦
統
一
主
義
に
よ
っ
て
甚
礎
を
同

「
農
夫
貧
し
け
れ
ば
國
貧
し
」
は
こ
の
端
的
表
現
で
あ

③
 

り
、
こ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
や
ロ
ー
マ
の
興
亡
の
跡
を
引
い
て
い
ま
し
め
て
ゐ
る
こ
さ
を
以
て
も
姉
る
こ
R

こ
が
出
来
る
。
こ
の

o

.

。
、
畜
富
ヽ
畜

意
味
で
作
田
荘
一
教
授
が
「
自
由
主
義
は
個
人
の
自
由
行
動
を
許
容
す
る
所
の
國
家
的
統
制
の
主
義
で
あ
り
」
「
こ
の
場
合

特
に
豊
沃
を
誇
る
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
は
國
を
富

三
四
二

ー
ト
•
リ
ー
フ
マ
ン
と
云
ふ
肝
年
墨
者
が
出
て
末
て
「
エ
ル
ト
ラ
ー
ゲ
」
（
牧
盆
）
な
る
名
の
下
に
、

．
の
説
明
（
即
ち
流
通
の
説
明
）
の
根
本
と
し
て
居
る
位
に
止
ま
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
流
涌
紐
涜
の
原
理
は
、
ケ
ネ
ー
の
1

度
登
見
し
た
此
の
循
環
流
涌
社
會
の
観
念
と
、
其
の
根
本
動
力
と
し
て
の
餘
剰
償
値
C

ケ
ネ
ー
の
産
物
、
債
値
同
蔵
論
限
り
の
郊
分
を
切

此
の
餘
綱
を
以
て
、
償
格
及
所
得

り
捨
て
入
）
の
禦
念
と
を
以
て
、
全
怜
の
設
朋
の
出
立
勘
と
も
し
、
又
到
逹
貼
と
も
す
べ
き
も
の
な
る
を
確
信
し
て
居
り
ま
す
」
（
醐
田

徳
三
、
滋
通
綽
浣
講
話
、
一
1

一
六
頁
）

、

、

。

、

。

、

、

、

第
四
に
ケ
ネ
ー
の
経
潤
説
は
重
商
主
義
の
國
家
主
義
の
封
蹄
的
地
位
に
置
か
れ
、
市
民
主
義
の
代
雛
の
如
く
考
へ
ら
れ

一
部
の
論
者
は
煎
商
主
義
を
國
家
主
義
、
重
農
主
義
を
市
民
主
義
｀

民
主
義
骰
系
の
基
礎
づ
け
を
目
標
ビ
せ
る
も
の
な
り
さ
な
し
、
こ
4

に
思
想
の
辮
證
法
的
喪
展
を
求
む
。

ス
ミ
ズ
の
開
系
を
こ
れ
を
止
揚
し
て
國

然
し
果
し
て
民

輻
論
を
主
張
せ
る
ケ
ネ
ー
の
背
後
に
「
國
家
」
が
忘
れ
ら
れ
て
居
た
か

Jゞ

云
へ
ば
私
は
寧
ろ
否
定
的
答
を
な
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
言
商
主
義
も
ケ
ネ
ー
一
派
も
共
に
國
家
主
義
者
で
あ
り
フ
ラ
ン
ス
主
義
者
で
あ
る
黙
は
少
し
も
菱
り
は
な
い
。

筆

七

巻

第

二

鑢

た
ゞ

一
三
四

67)石川興二氏、國家主義、市民主装、國民主義
68) Du Commerce (Oeuvres, p. 68) Hommes, p. 40. 41. 
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ぃ
瓢
内
醐
業
に
於
け
る
自
由
と
統
制

第

七

巻

三
四

が
解
決
を
「
東
洋
的
な
る
も
の
」

共
に
、
他
面
議
會
主
義
を
も
排
し
て
、

こ
の
社
會
紺
様
が
何

自
然
的
秩
序
に
即
す
る
を
以
て
最
も
望

め
た
後
は
、
自
ち
一
々
指
闘
し
な
い
こ
と
が
國
民
経
済
の
進
歩
に
と
つ
て
得
策
で
あ
る
ご
見
仁
か
ら
で
あ
る
」
ご
云
は
る

る
の
も
少
く
も
ケ
ネ
ー
の
場
合
で
は
ー
ー
他
の
自
由
主
義
者
は
尚
桧
討
を
要
し
よ
う
ー
ー
一
應
我
等
に
も
理
解
さ
れ
る
所

で
あ
り
、
強
い
て
重
商
主
義
よ
り
重
農
主
義
へ
の
思
想
の
登
展
を
辮
證
法
的
に
見
ん
と
す
る
な
れ
ば
ー
ー
尤
も
項
寅
の
か

か
る
褻
展
の
反
映
に
す
ぎ
な
い
が
ー
ー
民
を
考
へ
な
い
こ
さ
民
を
國
の
一
逍
具
ビ
見
る
こ
さ
に
到
す
る
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ

と
し
て
ケ
ネ
ー
の
民
輻
論
を
學
げ
得
べ
く
、
固
家
翻
念
が
ケ
ネ
ー
の
頭
よ
り
去
つ
て
居
た
わ
け
で
は
な
い
。

、
ケ
ネ
ー
の
自
由
主
義
が
一
面
國
家
主
義
的
色
彩
の
尚
濃
厚
な
こ
と
は
ー
—
上
尤
も
形
式
的
に
は
國
際
主
義
者
こ
云
は
れ
て

ゐ
る
が
|
|
そ
の
特
徴
で
、
こ
の
意
味
に
於
て
我
等
は
ケ
ネ
ー
の
開
系
こ
そ
脚
民
主
義
経
惰
學
の
先
駆
ビ
も
見
得
る
所
で

、
＂
ヽ
｀
ヽ
｀
畜
｀
ヽ

従
っ
て
彼
の
商
業
理
論
も
―
つ
の
國
民
主
義
的
痴
業
理
論
さ
見
る
ぺ
ぎ
節
々
も
多
い
の
で
あ
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
ケ
ネ
ー
が
現
頁
的
秩
序
さ
自
然
的
秩
序
を
封
立
せ
し
め
、

ま
し
き
姿
ご
考
へ
、
自
然
的
秩
序
の
専
制
主
義
を
容
認
す
る
さ
共
に
こ
の
自
然
的
秩
序
の
専
制
主
義
は
一
人
格
に
具
象
化

す
る
ご
考
へ
、

そ
れ
は
主
梱
者
の
人
格
で
あ
り
國
王
の
そ
れ
で
あ
る
さ
し
欧
洲
諸
國
の
放
縦
な
る
専
制
政
治
セ
排
す
る
Y
J

合
法
的
専
制
政
治
ー
~
そ
の
理
想
的
形
態
を
支
那
に
見
出
す
ー
ー
を
説
い
た
貼
で

あ
る
。
今
日
既
に
査
本
主
義
の
行
詰
り
が
反
映
し
て
、
経
演
的
思
想
的
に
混
鋭
を
示
し
て
来
た
時
、

所
に
落
着
く
か
、
如
何
に
導
く
ぺ
き
か
が
多
く
の
識
者
の
頭
の
中
を
去
来
す
る
最
も
切
賓
な
問
題
で
あ
る
。

而
し
て
こ
れ

「
H
本
的
な
る
も
の
」
の
中
に
求
め
ん
さ
．せ
る
一
部
の
人
々
に
ご
つ
て
は
ー
ー
そ
の
賞

第
1

1

-

'
一
三
五

69)作田荘ー氏｀自然翻浣と意志籾浣 113頁
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尤
も
な
言
葉
で
あ
る
。
併
し
私
の
以
上
の
研
究
の
中
か
ら
更
に
、

私
・
こ
共
に
「
ケ
ネ
ー
に
返
れ
」
の
必
然
的
要
求
の
か
す

等
の
中
に
も
十
分
生
き
得
る
こ
ご
を
痰
見
出
来
る
の
で
あ
る
。

「
ス
ミ
ス
に
返
れ
」
の
言
葉
を
我
等
は
屑
々
耳
に
す
る
。

J

れ
に
よ
つ
て
、
我
等
の
知
る
所
は

次
い
で
彼
の
経
清
政
策
論
、

三
四
四

閾
内
商
業
に
於
け
る
自
由
と
統
綱

否
賛
否
の
問
題
は
別
さ
し
て
ー
ー
ケ
ネ
ー
の
こ
の
思
想
は
甚
だ
興
味
あ
る
問
題
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
ゲ
ネ
ー
一
派
の

云
ふ
放
縦
な
る
専
制
政
治
セ
現
代
欧
洲
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
ビ
、
議
會
主
義
を
市
民
主
義
の
表
現
形
態
を
考
へ
、
ケ
ネ
ー
の
合
法

的
専
制
政
治
を
こ
れ
を
止
揚
せ
る
―
つ
の
國
民
主
義
的
統
制
に
置
き
代
へ
て
考
へ
る
な
れ
ば
、

日
時
を
経
過
し
査
本
主
義
は
黎
明
期
よ
り
老
年
期
に
逹
し
て
ゐ
る
ご
云
は
る
L
客
観
的
事
賓
の
相
違
は
あ
る
さ
は
い
へ
、

義
盆
市
民
主
義
）
を
排
せ
る
ケ
ネ
ー
が
、

今
や
そ
の
間
百
五
十
年
の

い
つ
れ
に
せ
よ
放
縦
な
る
専
制
主
義

（
國
家
萬
能
主
義）

を
排
し
、
議
會
主

｀`ヽ

そ
の
政
治
論
に
於
て
東
洋
的
合
法
的
専
制
主
義
君
主
主
義
を
高
唱
し
、
こ
＼
に
統

制
の
基
調
を
求
め
し
は
、
贅
否
の
論
は
別
ご
し
て
、
我
等
に
何
物
か
を
暗
示
せ
る
様
に
も
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
私
は
先
づ
ケ
ネ
ー
の
査
本
主
義
商
業
機
構
分
析
に
於
け
る
榮
作
を
桧
討
し
、

に
つ
き
研
究
し
、

も
現
代
に
尚
興
味
あ
る
若
干
の
問
題
キ
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
ご
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

ケ
ネ
ー
が
今
尚
過
去
の
人
に
非
す
し
て
、

そ
の
間
に
客
観
的
事
賀
、
時
間
的
経
だ
た
り
の
相
迩
を
別
こ
し
て
、
今
日
の
我

か
な
閃
き
で
も
汲
み
取
っ
て
い
た
ゞ
け
る
讀
者
が
一
人
で
も
あ
る
な
れ
ば
叉
幸
ご
す
る
所
で
あ
る
。

―
つ
の
興
味
あ
る
封
照
ご
も
云
へ
様
さ
思
ふ
。

理
論
経
齋
學
者
さ
し
て
の
彼
の
地
位

こ
れ
に
必
然
的
に
闘
聯
せ
る
政
治
論
に
つ
苔
考
察
し
、
こ
の
黙
に
つ
い
て

第

七

巻

第

二

聾

-＝＝一六
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